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むつ市議会第２６８回定例会会議録 第４号

議事日程 第４号 令和８年６月１５日（月曜日）午前１０時開議

◎諸般の報告

【一般質問】

第１ 一般質問（市政一般に対する質問）

（１）16番 浅 利 竹二郎 議員

（２）５番 杉 浦 弘 樹 議員

（３）19番 佐 賀 英 生 議員

（４）17番 岡 崎 健 吾 議員

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ



- 108 -

出席議員（２２人）

１番 佐 藤 武 ２番 工 藤 祥 子

３番 高 橋 征 志 ４番 濵 田 栄 子

５番 杉 浦 弘 樹 ６番 櫻 田 秀 夫

７番 住 吉 年 広 ８番 白 井 二 郎

９番 富 岡 直 哉 １０番 村 中 浩 明

１１番 野 中 貴 健 １２番 佐 藤 広 政

１３番 東 健 而 １４番 中 村 正 志

１５番 井 田 茂 樹 １６番 浅 利 竹 二 郎

１７番 岡 崎 健 吾 １８番 佐 々 木 隆 徳

１９番 佐 賀 英 生 ２０番 大 瀧 次 男

２１番 佐 々 木 肇 ２２番 冨 岡 幸 夫

欠席議員（なし）

説明のため出席した者

市 長 山 本 知 也 副 市 長 吉 田 真

副 市 長 齋 藤 友 彦 教 育 長 阿 部 謙 一

公 営 企 業 代 表吉 田 和 久 氏 家 剛管 理 者 監 査 委 員

選 挙 管 理 農 業
委 員 会 畑 中 政 勝 委 員 会 坂 本 正 一
委 員 長 会 長

政 策 推 進総 務 部 長 松 谷 勇 小 笠 原 洋 一部 長

市 民 生 活財 務 部 長 吉 田 由 佳 子 石 橋 秀 治部 長

健 康
づ く り

健 康 福 祉 推 進 監斉 藤 洋 一 髙 橋 嘉 美部 長 健 康
福 祉 部
次 長

こ ど も
み ら い
部 長
ｓｍｉｌｅ 農 林 水 産ｋ ｉ ｄ ｓ 石 田 隆 司 一 戸 義 則部 長ｏｆｆｉｃｅ
に っ こ
り っ こ
所 長

商 工 観 光 まちづくり福 山 洋 司 木 下 尚 一 郎部 長 推 進 部 長



- 109 -

建 設 会 計畑 中 渉 中 村 智 郎技 術 監 管 理 者

選 挙 管 理 監 査 委 員委 員 会 澁 田 剛 青 山 諭事 務 局 長事 務 局 長

農 業
委 員 会
事 務 局 長 野 坂 武 史 教 育 部 長 杉 澤 一 徳農 林
水 産 部
理 事

上 下 水 道
局 長 川 内 庁 舎市 民 小 田 晃 廣 池 田 雅 文所 長生 活 部
理 事

大 畑 庁 舎 脇 野 沢松 本 邦 博 山 崎 拓 也所 長 庁 舎 所 長

総 務 部 総 務 部
次 長 葛 西 信 弘 市 長 井 戸 向 秀 明
総 務 課 長 公 室 長

総 務 部 総 務 部
総 務 課 佐 々 木 大 総 務 課 菊 池 亘
主 任 主 査 主 任 主 査

総 務 部
総 務 課 岩 﨑 李 恋
主 事

事務局職員出席者

事 務 局 長 上 林 妙 子 次 長 長 尾 寿 和

総 括 主 幹 堂 崎 亜 希 子 主 幹 渡 部 和 美

主 任 主 査 瀬 角 朋 也 主 任 主 査 髙 島 慎 吾



- 110 -

◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（冨岡幸夫） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は22人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（冨岡幸夫） 本日諸般の報告については、

特に申し上げる事項はありません。

〇議長（冨岡幸夫） 本日の会議は議事日程第４号

により議事を進めます。

◎日程第１ 一般質問

〇議長（冨岡幸夫） 日程第１ 一般質問を行いま

す。

本日は、浅利竹二郎議員、杉浦弘樹議員、佐賀

英生議員、岡崎健吾議員の一般質問を行います。

◎浅利竹二郎議員

〇議長（冨岡幸夫） まず、浅利竹二郎議員の登壇

を求めます。16番浅利竹二郎議員。

（16番 浅利竹二郎議員登壇）

〇16番（浅利竹二郎） おはようございます。ただ

いま冨岡議長よりご指名をいただきました自由民

主党、自民クラブの浅利竹二郎でございます。通

告順に従い一般質問を行いますので、山本市長並

びに理事者各位におかれては、簡潔明瞭、前向き

なご答弁をお願いいたします。

さて、戦後81年目にして、ようやく憲法改正の

機運が高まってきました。日本と同じ第２次世界

大戦敗戦国のドイツは、戦後65回、イタリアは16回

もの憲法改正を行っています。これまで日本は、

金科玉条のごとく平和憲法に固執してきました

が、今や世界は至るところで戦火が絶えず、日本

は核保有国の中国、北朝鮮、ロシアの脅威に囲ま

れ、辛うじてアメリカの力に頼らざるを得ない他

力本願の国防力で平和を維持しています。しかし

ながら、アメリカとの集団的自衛権さえも憲法改

正と取り沙汰される平和憲法下の中、アメリカに

背を向けられたらどうするのか、自らを守る備え

なき国、民族は淘汰される。この史実は、古今を

通じて現代にも生きているのであります。

平和を口にするのは易しい。しかし、その平和

を維持するのは国民一人一人の国を愛する心、国

を守る気概の上に成り立つことを明記すべきであ

りましょう。国破れて平和憲法だけが残る愚は、

何としてでも避けなければなりません。

このような認識の下、むつ市議会第268回定例

会に際し、市民生活に関する喫緊の課題３項目

10点について質問いたします。

質問の第１は、国道338号大湊Ⅱ期バイパスの

開通を見据えてであります。現在令和９年度末の

開通を目指し、整備が進められていると認識して

いる国道338号大湊Ⅱ期バイパスについて、次の

４点について伺います。

１点目は、現在の進捗状況についてであります。

最近になって目に見える形で工事が進捗している

ように見受けられますが、宮下知事が目標とした

令和９年度中の開通について、進捗状況を伺いま

す。

２点目は、バイパス沿線の取付道路と維持管理

体制についてであります。既存のバイパスに接続

する坂道部分の取付道路、大湊浜町や大湊新町で

ありますが、冬期除雪や補修の管理体制について、

県、市の分担が曖昧であるように感じられます。
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現在工事中の取付道路にも同じ懸念が考えられる

ので、新規取付道路の箇所及び管理体制について

伺います。

３点目は、景観資源を生かした健康増進・交流

空間の創出についてであります。現工区は、眼下

に下北ジオパークの芦崎、陸奥湾、遠くは八甲田

連峰を眺望し、湾内ではヨットが遊よく、海上自

衛隊大湊基地構内では艨艟の雄姿が、さらに霊峰

釜臥山を仰ぎ見れば、空自42警戒群のガメラレー

ダーがそびえ立ち、起点付近には国の重要文化財

の指定を受けている旧海軍大湊要港部水源池堰堤

の水源池公園ありで、全国的にも類を見ない景観

を有しています。この恵まれた景観資源を活用し

ながら、幅員約２メートルの歩道をウオーキング、

ジョギングコースとして位置づけ、市民の健康増

進、憩いの場として整備すべきと考えますが、伺

います。

４点目、バイパス開通を見据えた地域活性化戦

略についてであります。バイパスの開通は、単な

る交通機能の向上にとどまらず、沿線地域の活性

化、交流人口の拡大に資する重要なインフラであ

ると認識しています。開通を見据え、市としてど

のような地域振興策を展開していくのか伺いま

す。

質問の第２は、人口減少下における学校運営の

在り方についてであります。今年６月20日、大平

小学校の卒業証書授与式に参列、２クラスを見送

り、４月７日には新入児童、１年生の入学式にも

参列しましたが、１クラスでありました。僅か６

年間の間に１クラスが消滅したことになり、強い

衝撃を受けてきました。

４月16日の東奥日報に、３月末でむつ市の人口

が５万人を割ったと報道されていることからも、

大規模校を誇っていた大平小学校でさえ、このよ

うな状況に陥っている現状を見れば、他の市内学

校も推して知るべしとの思いが強く残りました。

このような認識の下、人口減少下における学校

運営の在り方について、次の３点を伺います。

１点目は、児童生徒数に伴う学校規模の適正化

についてであります。人口減少により、学級数の

減少や複式学級化が進行する中、むつ市として今

後の学校規模の適正化をどのように進めていくの

か、教育委員会の基本方針を伺います。

２点目は、教育の質を高めるための体制整備に

ついてであります。児童生徒が減少する中にあっ

ても、教育の質を確保するためどのような指導体

制、教育環境の整備を進めているのか伺います。

３点目は、地域と連携した持続可能な学校づく

りについてであります。学校が地域コミュニティ

ーの核としての役割を担う中、人口減少による地

域の縮小、過疎化が進む現状に照らし、今後どの

ように各校と連携した学校運営を進めていくのか

伺います。

質問の第３は、原油価格高騰に伴う市民生活と

地域経済への影響についてであります。今議会、

同僚議員の何人かからも同様の質問がありました

が、改めてお伺いいたします。

1973年の第４次中東戦争時の第１次石油危機、

1979年、イラン革命による第２次石油危機では、

原油価格の高騰で石油価格、石油製品、トイレッ

トペーパー、合成洗剤などが急騰し、国民生活に

混乱を来しました。今回のアメリカ、イラン戦争

が長引けば、日本は外国からの原油輸入の93％を

ホルムズ海峡経由で輸入している現実だけでも、

第３次石油危機の可能性がうかがえます。

政府は、ガソリンの補助を再開し、石油備蓄の

放出で急騰したガソリン価格を一時的に抑えてい

るものの、価格安定に至るリスクは免れないと思

います。

この問題は、一過性ではなく、長期化の懸念も

指摘されており、電気料金の値上げと日本の実体

経済に大きく影を落としています。
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こうした認識の下、市の対応について、次の３

点につき伺います。

１点目は、市民生活への影響についてでありま

す。原油価格の高騰は、市民生活のあらゆる部分

に影響を及ぼすものと考えます。特に低所得世帯

や高齢者世帯においては、日常の生活防衛の余地

が限られており、影響は一層深刻化するものと懸

念されます。市としては、現時点における市民生

活への影響をどのように判断しているのか伺いま

す。

２点目は、地域産業への影響についてでありま

す。原油価格の高騰は、漁業の船舶燃料、農業に

おける機械燃料や資材費、さらに運輸業における

輸送コストの増加として、地域産業の基盤を揺る

がしています。市として現時点における地域産業

への影響をどのように判断しているのか伺いま

す。

３点目は、今後の長期化リスクを踏まえた危機

対応と支援についてであります。これまでも中東

での紛争の都度、原油価格は高騰し、オイルショ

ック、石油危機が発生し、そのあおりで市民生活

は困窮してきました。この紛争が長期化し、その

影響で原油価格が高騰し続けた場合のことを考え

れば、その動向によっては構造的な社会問題に発

展する懸念が当然出てきます。今後の長期化リス

クを踏まえた危機対応と支援についてどのように

考えるか伺います。

これで壇上からの質問を終わります。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

（山本知也市長登壇）

〇市長（山本知也） 浅利議員のご質問にお答えい

たします。

まず、国道338号大湊Ⅱ期バイパスの開通を見

据えてのご質問につきましては、担当部長からの

答弁とさせていただきます。

次に、原油価格高騰に伴う市民生活と地域経済

への影響についてのご質問の１点目、市民生活へ

の影響についてでありますが、中東地域における

緊張の高まりは、エネルギー価格や食料品価格な

ど、市民生活に幅広い影響を及ぼしているものと

認識しております。

次に、ご質問の２点目、地域産業への影響につ

いてでありますが、本年５月には下北塗装組合か

ら中東情勢の影響による塗装資材の供給遅延や価

格上昇などに関する要望をいただいており、地域

事業者への影響が現実のものになっていると認識

しております。

次に、ご質問の３点目、長期化リスクを踏まえ

た危機対応と支援についてでありますが、原油価

格の高騰が長期化した場合、市民生活や地域経済

への影響が一過性にとどまらず、構造的な課題へ

と発展する可能性があるものと認識しておりま

す。このため市といたしましては、国や県の動向

を踏まえつつ、必要な支援策を適時適切に講じる

ことが重要であると考えており、引き続き市民生

活と地域経済への影響を注視しながら、必要な対

策に取り組んでまいります。

〇議長（冨岡幸夫） 教育長。

（阿部謙一教育長登壇）

〇教育長（阿部謙一） 浅利議員の人口減少下にお

ける学校運営の在り方についてのご質問の１点

目、児童生徒数減少に伴う学校規模の適正化につ

いてお答えいたします。

教育委員会では、平成27年１月に文部科学省が

策定した公立小学校・中学校の適正規模・適正配

置等に関する手引に基づき、平成28年にむつ市学

校規模適正化に関する方針を策定し、学校規模の

適正化に努めてまいりました。その後、方針の策

定から８年が経過し、統廃合を実施した学校もあ

ることから、昨年４月に新たな方針を作成したと

ころであります。

新しい方針の中では、児童生徒数の動向に留意
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しながら、当面は現状の学校規模での教育活動を

推進していくこととし、さらなる児童生徒数の減

少により、よりよい教育活動を維持することが難

しくなった場合には、統廃合を含め、学校規模の

在り方について検討を進めることといたしており

ます。

次に、ご質問の２点目、教育の質を高めるため

の体制整備についてお答えいたします。本市にお

きましても、少子化に伴う児童生徒数の減少は避

けられない状況にあります。学校の小規模化は、

一人一人に目が届きやすいという利点がある一

方、集団の中での切磋琢磨や多様な意見に触れる

機会が限定されるといった課題も含んでおりま

す。教育委員会といたしましては、学校の規模に

かかわらず、全てのこどもたちに質の高い教育環

境を保障することを最優先事項として取り組んで

いくことといたしております。

具体的な体制整備といたしましては、まず教育

環境におきましてＩＣＴ機器を積極的に活用し、

他校とオンラインで結ぶ事業を展開することで、

小規模校においても多様な考えに触れられる機会

を創出いたしております。

また、小中一貫教育を推進し、教職員が公私を

超えて授業を相互に参観し、指導方法の共有を図

るとともに、児童生徒の発達段階に思いをいたし、

義務教育９年間を見据えた学びの連続性を確保い

たしております。

次に、教員の資質向上につきましては、全国規

模の研修会等への派遣と、その成果を共有する伝

達講習を充実させるとともに、指導主事による計

画的な学校訪問を通じ、各校の課題に応じたきめ

細やかな授業改善の指導助言、さらには長期休業

中に各教科の指導方法改善講座を開設するなど、

研修の機会の充実を図っております。

さらに、校務支援システムの活用や校務改善に

よる働き方改革の推進により、教職員が児童生徒

への支援や教材研究に専念できる環境を構築する

ことで、教育の質のさらなる向上に努めてまいり

ます。

人口減少社会は、避けて通ることのできない課

題ではありますが、これを教育改革の好機と捉え、

少人数ならではのきめ細かな指導とデジタル技術

等を活用した広域的な学びを融合させ、本市教育

の充実を進めてまいりますので、ご理解を賜りた

いと存じます。

次に、ご質問の３点目、地域と連携した持続可

能な学校づくりについてお答えいたします。教育

委員会では、地域とともにある学校づくりのため

に、平成30年度から順次コミュニティ・スクール

を導入しており、令和２年度以降は市内全小・中

学校において導入が完了、維持されております。

コミュニティ・スクールでは、学校運営協議会

が設置され、学校運営の基本方針を作成する際に

は保護者や地域の方々のご意見が反映されるシス

テムとなっております。また、昨年度文部科学省

から示された学校の働き方改革に関する指針にお

いて、学校と教師の業務の３分類が示されており、

この中では校外の見守り活動、休み時間における

安全配慮や校内清掃など、地域の協力や支援を得

て行うことが望ましいとされており、これまで以

上に地域と連携した取組が必要となっておりま

す。

しかしながら、人口減少により地域の担い手も

減少している中で、どのように地域と連携した学

校づくりを進めていくかについては大きな課題で

あると認識いたしておりますので、ご理解を賜り

たいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） まちづくり推進部長。

〇まちづくり推進部長（木下尚一郎） まず、国道

338号大湊Ⅱ期バイパスの開通を見据えてのご質

問の１点目、現在の進捗状況についてお答えいた

します。
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当該道路の令和７年度末時点での進捗状況は、

事業費ベースで約60％となっております。なお、

用地取得につきましては、令和８年４月22日に収

用手続による所有権移転が完了しており、今後令

和９年度の完成に向けて工事の進捗を図っていく

と、事業主体であります青森県から伺っておりま

す。

次に、ご質問の２点目、バイパス沿線の取付道

路と維持管理体制についてでありますが、現在工

事中の大湊Ⅱ期バイパスに接続する取付道路は全

部で19か所あり、完成済みが10か所、新たな取付

道路は９か所計画されております。

国道338号との管理区分につきましては、平成

30年９月に県と市が協議し、取付道路は市で管理

することと定めておりますので、ご理解を賜りた

いと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 健康づくり推進監。

〇健康づくり推進監健康福祉部次長（髙橋嘉美）

国道338号大湊Ⅱ期バイパスの開通を見据えての

ご質問の３点目、景観資源を生かした健康増進・

交流空間の創出についてお答えいたします。

幅員２メートルの歩道をウオーキングコース、

ジョギングコースとして活用することにつきまし

ては、市民の健康増進や生活の質の向上、さらに

は健康寿命の延伸を図る上で非常に有意義である

と考えておりますが、一方で国道であるバイパス

に市が直接ウオーキングコース等として手を加え

ることは難しいものと考えております。

ご提案のウオーキングコース等としての活用に

つきましては、今後バイパスの交通量等の調査を

はじめ、市民の皆様の安全性が確保できると判断

される場合には、水源池公園内のウオーキングコ

ースを拡充していくなど、新しいエリアについて

検討してまいりますので、ご理解賜りたいと存じ

ます。

〇議長（冨岡幸夫） 政策推進部長。

〇政策推進部長（小笠原洋一） 国道338号大湊Ⅱ

期バイパスの開通を見据えてのご質問の４点目、

バイパス開通を見据えた地域活性化戦略について

お答えいたします。

国道338号大湊Ⅱ期バイパスの整備は、市民生

活の利便性向上のみならず、物流の効率化、観光

振興、救急医療体制の強化、防災機能の向上など、

当市の将来に大きな効果をもたらす重要な社会基

盤整備であると認識しております。特に移動時間

の短縮や安全性の向上は、地域間交流の活発化に

つながり、下北地域全体の経済活動や観光周遊の

促進に大きく寄与するものと期待しております。

市といたしましては、バイパス開通の効果をし

っかり享受するため、観光分野において旧大湊水

源地水道施設や釜臥山スキー場をはじめとする西

通エリアの地域資源が本来有する魅力を発揮でき

るように、広域観光の面での誘客促進を図ってま

いります。

また、産業分野においては、交通アクセスの向

上を生かした企業活動の活性化を図るとともに、

地域産品販売拠点等との連携による地場産品の販

路拡大にもつなげてまいりたいと考えておりま

す。

これに加え、バイパスの開通は高校生をはじめ

とした通学環境への改善に大きな効果があり、今

後統合される県立大湊高等学校と県立むつ工業高

等学校に西通地区から通われる学生にとっては、

移動時間の短縮や安全性の向上により、保護者の

皆様にとっても安心につながるものと考えており

ます。

今後におきましても、青森県をはじめ関係機関

と連携を図りながら、バイパス開通を見据えた地

域活性化戦略の実現に向けて施策展開に取り組ん

でまいります。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） いろいろありがとうござい
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ました。それでは、再質問に入ります。

質問の第１、国道338号大湊Ⅱ期バイパスの開

通を見据えての再質問ですが、ただいま事業主体

の青森県から、改めてこのバイパスの開通を令和

９年度完成見込みと示されたことに、ようやくと

いうか、とうとう来たかという思いを強くしてお

ります。

そこで、何点か関連の再質問をさせていただき

ます。

１点目、この用地取得が今年４月22日に完了と

いうことですけれども、この工区の遅れは、事業

計画区間の市有地の買収交渉が長引き、現在にま

で尾を引いたと認識しております。この場合、こ

の国の土地収用法の手順で何がそごを来したのか

伺います。

〇議長（冨岡幸夫） まちづくり推進部長。

〇まちづくり推進部長（木下尚一郎） お答えいた

します。

用地取得に時間を要したのは、収用委員会の審

議におきまして、土地所有者により意見の陳述等

があり、複数回審理を行ったこと等によるものと

伺っております。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 分かりました。

次に、今冬の青森市を例に取れば、国と県と市

道をつなぐ生活道路部分の除排雪に関するトラブ

ルが散見されております。今後取付道路の受持ち

分担について、国道との接点部分の除雪や補修等

の管理体制について県との連携を密にしてもらい

たいと、これは要望しておきます。

次は、市内にはしもきた克雪ドームをはじめ市

民が健康管理に活用している施設やコースが何か

所かあり、多くの市民が利用していることは知っ

ておりますけれども、ただひたすら歩くか走って

いるか、悲壮感が漂っております。もう少し景色

を眺めながら、かつ健康維持、増進にもつながる

コースがあってもよいと考えます。

スポーツマンの市長にすれば、何をかったるい

ことを言っていると思うかもしれませんけれど

も、長寿社会、短命県返上の世の中、のんびりと

のスタイルも一考の余地があると考えますけれど

も、いかがでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） 健康づくり推進監。

〇健康づくり推進監健康福祉部次長（髙橋嘉美）

お答えいたします。

ウオーキングコースについてでありますけれど

も、地域で健康づくりについて活動を行っている

むつ市保健協力員が考案したウオーキングコース

が現在市内に９コース設定されております。この

ウオーキングコースにつきましては、市のホーム

ページの「ウォーキングコースのご案内」にコー

スの場所、歩いた際の距離、所要時間及び歩数を

掲載しております。

また、令和６年度、令和７年度には水源池公園

等を活用したウオーキングイベントを年４回開催

し、参加いただいた皆様から、「心も体もすっき

りしました」などの声をいただいております。

日常的に運動を取り入れるということは、生活

習慣病の予防や体力維持に極めて有効であり、歩

くことを目的とした景観のよい魅力あるコースの

設定は、市民の皆様の健康意識を高める上で非常

に意義深いものと考えております。

今後も市民の皆様の健康維持、増進のため、身

近な場所にあるウオーキングコースを広く周知し

てまいりますので、ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 何となく否定的な答弁でご

ざいますけれども、のんびりととは言いながらも、

やはり目標がないと張り合いがないと思います。

約３キロメートルのバイパス歩道に100メートル

か50メートルで区切ったポイントを表示し、今日

は何キロ歩いたとかの自覚ができるようにしたら
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どうかと思いますけれども、再度伺います。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） 前向きに答弁をさせていただ

きたいなと思いますけれども、あの国道は、まず

国道ですので、国道338号大湊Ⅱ期バイパスは、

市が直接整備するのは難しいということはご理解

いただきつつ、市民の皆さんの安全面を確保しな

がら、交通量を調査しながら、水源池公園内のウ

オーキングコース、先ほど健康づくり推進監から

答弁をさせていただきましたけれども、上を向き

ながら歩くということは非常に私自身はいいこと

だなと思っています。のんびりもいいと思うので

す。

先ほど健康づくり推進監から答弁をさせていた

だきましたウオーキングコース、むつ市保健協力

員が考案したものは、大湊には２か所ありまして、

大湊防人コースと、芦崎湾絶景ロードコースとい

う２つありまして、距離はそれぞれ４キロと５キ

ロになっているわけなのでございますが、協力員

の皆様がよくまとめられておりまして、春は桜、

初夏はツツジ、秋は紅葉という形で、シーズンに

応じて見どころも踏まえてやっていますので、こ

ういったものをちゃんと周知して、ウオーキング、

のんびりしながら、花を見ながらできるような距

離、所要時間、約４キロで１時間、歩数7,000歩、

そういった表示もありますので、そういったこと

も活用しながら、ウオーキング自体はすごくいい

ことだと思いますし、距離表示もできればしてい

きたいという思いはありますけれども、この国の

道路でありますので、そういったこともちょっと

考慮しながら、今後検討してまいりたいと存じま

す。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 水源池公園の中の散策とか、

あれは私も何回か利用しているのですけれども、

非常にいいと。ただ、今回バイパスができたこと

で、それを取り入れてさらなる健康増進を図りた

いなという思いで今質問させていただいておりま

す。

水源池公園内には、水源地堰堤、海望館、安渡

館カフェテリア「憩」等が所在し、春から秋にか

けて市民や観光客が多く訪れております。バイパ

スの開通を機に、車両で来られた人たちに安渡館

に貸しサイクリング課を備えつけ、先ほど来述べ

てきた陸奥湾の景観をサイクリングで楽しんでい

ただきたいと提案したい。このことが観光や交流

人口の増加にも結びつくと考えますが、いかがで

しょうか。再度お伺いします。

〇議長（冨岡幸夫） 商工観光部長。

〇商工観光部長（福山洋司） ご提案いただきまし

た安渡館を起点とするレンタサイクルの実施につ

きましては、陸奥湾を望む北の防人大湊エリアの

景観を生かした取組であると考えております。一

方で、レンタサイクル、自転車をお貸しするとい

う事業になりますと、運営体制の確保や維持管理

などの課題もあるものと考えておりますことか

ら、観光客の皆様のニーズやバイパス開通後の自

転車走行における安全面も考慮しつつ、研究して

まいりたいと考えております。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 次は、既存のバイパスの恩

恵で大湊地区の文京町、荒川町、松森町、並川町

等が開けてきております。今後新たなバイパス沿

線上の釜臥山山麓において、一般住宅、商業施設

及び別荘等について、都市計画上の規制はどうな

っているか、発展の余地について伺います。

〇議長（冨岡幸夫） まちづくり推進部長。

〇まちづくり推進部長（木下尚一郎） お答えいた

します。

新たに開通する区間のバイパス沿線上の都市計

画の規制状況といたしましては、沿線は住宅や床

面積の合計が50平方メートルまでの住居を兼ねた



- 117 -

一定条件の店舗、小規模な公共施設、診療所、マ

ンション、２階建て以下で500平方メートルまで

の店舗、飲食店といった日常生活に必要な施設を

建てることができます。また、山麓に向けまして

は、住居調整地域により、住宅建築を目的とする

1,000平方メートル以上の開発行為等を制限して

おりますが、住居や別荘、床面積、500平方メー

トルまでの店舗を建てることができる状況となっ

ております。

すみません、先ほど居住調整地域、また山麓に

おきましては、居住調整地域によりとなっており

ますので、ちょっと訂正させていただきます。

以上でございます。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 大湊Ⅱ期工区は、来年には

開通の運びで、下北半島縦貫道路も近い将来開通

のめどが立つところまで来ております。さらには、

下北半島に飛行場立ち上げの話まであるので、発

展の余地に夢をかけたいと思います。例えば全国

的には瀬戸内海の景観を利用した神戸六甲山麓、

函館山からの夜景を活用した山麓の別荘地の開

発、さらにはニセコアンヌプリのスキー場近くに

も別荘地の先鞭があります。大湊Ⅱ期バイパス沿

線の山麓周辺に釜臥山スキー場、陸奥湾の景観を

活用した別荘地の開発等はいかがでしょうか。提

案したいと思いますが。

〇議長（冨岡幸夫） まちづくり推進部長。

〇まちづくり推進部長（木下尚一郎） お答えいた

します。

土地所有者等が排水等の環境対策や防災対策

等、開発後も適切な維持管理を検討し、住民の合

意等、一定の条件を満たすことで都市計画の変更

等を提案できる制度の活用は可能でありますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） なかなか難しいのは分かる

のですけれども、民間企業がいろいろ別荘とか何

か開発して、そういうことに期待したいと思いま

す。

国道338号宇曽利工区Ⅱ期バイパスの開通は、

単に交通というインフラの一機能を果たすのみな

らず、地域交流と文化の輪が広がり、地域の発展

に大きく貢献するものでなければならないと思っ

ています。また、防災上の観点からも、一日も早

い開通を待ち望むものであります。

次は、質問の第２、人口減少下における学校運

営の在り方についての再質問であります。児童生

徒の多寡によって、教育レベルに差異があっては

ならないと思います。教育現場において、小規模

校、大規模校のメリット、デメリットを教育委員

会はどのように評価し、対応しているのかを伺い

ます。

〇議長（冨岡幸夫） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） 私どもも、ご指摘のとおり

学習集団の大小によって、教育の質に差が生ずる

ことがあってはならないものと強く考えておりま

す。先ほど申し上げましたように、小規模集団に

おいては、一人一人に目が届きやすい反面、多様

な考えに触れる機会が制限される傾向にありま

す。大規模集団においては、多様な考え、そして

他のこどもたちと切磋琢磨する、そうした関係を

構築することは容易である反面、一人一人に目を

かけることが難しい、ともすればそうした環境に

なり得ることも承知をいたしております。

各学校におきましては、そうした長所を最大限

に伸ばし、短所を最大限縮小するように努めてい

ただいております。私どももそれを支援するため

に、ＩＣＴの活用であるとか、あるいはチームテ

ィーチングの支援であるとか、そうしたことに関

して学校と協力をして、教育活動の充実に努めて

おります。

今後もそれぞれの学校のよさを最大限に引き出
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し、どの学校においても、ひとしく質の高い教育

が受けられるように、万全の対策を取ってまいり

たいと考えておりますので、ご理解を賜りたいと

存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） ありがとうございます。

現実として、地域の人口減少に伴う児童数の減

少は避けて通れない課題でありますけれども、必

然的に学校の統廃合も視野に入ってきます。学校

規模及び学校統廃合について、児童数、通学距離、

地域の合意形成など、どのように整理しているの

かを伺います。

〇議長（冨岡幸夫） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） 国が示しております公立小

学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手

引等を参考としております。

児童生徒数については、複式学級が存在する規

模の人数では検討が必要であるものと考えており

ます。通学距離については、スクールバス等を活

用した上で、おおむね１時間以内で通学できる距

離に学校があるかどうかというところが目安にな

るものと考えております。

また、地域の合意形成につきましては、何より

も優先されるべきものであると考えており、こど

もたちの教育環境、そしてこどもたちの成長を地

域の方々とともに考え、こどもたちの成長を保障

する最も望ましい教育の在り方について協議をし

てまいりたいと考えておりますので、ご理解を賜

りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 生徒数、学級数の減少等に

よる教師の配置はどうなっているかお伺いしま

す。

〇議長（冨岡幸夫） 教育部長。

〇教育部長（杉澤一徳） お答えいたします。

公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数

の標準に関する法律に基づきまして、青森県が定

めております令和８年度小・中学校教職員配置基

準では、学級数に応じて職員数が定められており、

学級数の減少により教員の配置も少なくなりま

す。

例えばですけれども、中学校であると学級数が

３クラスの場合、７名の教員が配置されますが、

基本的には１人１教科の免許しか持っていないと

いうことになりますので、全10教科の全てに免許

を持つ教員の配置ができないということになりま

す。美術、技術、家庭科といった技能教科に配置

されない場合が多く、この場合は県教育委員会へ

の申請により、免許外の教員などが受け持つこと

になります。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 部活から地域クラブへ今移

行しておりますけれども、教師の負担が幾らかで

も軽減されているのか、具体的にどうでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） 教育部長。

〇教育部長（杉澤一徳） お答えいたします。

地域クラブは、令和５年度から順次移行し、令

和７年度で完全に地域移行いたしました。これに

よりまして、中学校における時間外在校等時間は、

移行前の令和４年度と比較し、令和７年度は１人

当たり月約30時間減少しており、各学校における

働き方改革の取組の成果に加えて、地域クラブへ

の移行も負担軽減に大きく寄与しておるものと考

えております。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 今地域クラブへの移行で課

題になっていることはどういうことなのでしょう

か。また、その解消に向けた取組について、行っ

ていることは何かを伺います。

〇議長（冨岡幸夫） 教育部長。

〇教育部長（杉澤一徳） お答えいたします。

地域クラブへの移行が行われまして、３年が経
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過しまして、保護者アンケートを行っております。

その結果、平日の活動時間の短さや指導者の資質

向上というところが課題として上がってきており

ます。

課題解決に向け、指導者はコンプライアンス、

ハラスメント研修等、受講後指導に入っていただ

くということを原則としておりまして、さらには

毎年度指導者更新講習を義務づけております。ま

た、各種資格取得の助成も行い、指導の質の向上

を図っております。

以上でございます。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 今年の５月６日、福島県郡

山市で、私立高校ソフトテニス部所属の生徒18名

が乗ったマイクロバスで１名死亡、17名が重軽傷

を負うという大事故が発生しました。マイクロバ

スと運転手の手配について、瑕疵があるように報

道されておりますけれども、むつ市地域クラブの

生徒の移動手段にそごはないかお伺いいたしま

す。

〇議長（冨岡幸夫） 教育部長。

〇教育部長（杉澤一徳） お答えいたします。

バス運行につきましては、平日は学校と活動拠

点、休日は自宅付近から活動場所までバス会社に

委託し、バスを運行しております。また、バスで

練習試合等へ参加する場合に、指導者もしくは保

護者が運転することがございます。その際は、事

前に運転免許証の確認や疾病、事故歴の確認を行

い、運行当日には酒気帯びの有無、疲労、睡眠不

足等の確認を行い、問題がなければクラブマネジ

ャーがバスに同乗することを条件に運行を許可し

ている状況です。

このバス運行に係る道路運送法による許可等は

必要ない旨、青森運輸支局より回答を得ておりま

すので、問題はないものと認識しております。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 分かりました。今後とも安

全運行に心がけていただきたいと思っておりま

す。

次は、学校のデジタル化についてでありますけ

れども、北欧ではいろいろな理由により、紙教科

書に回帰との報道もある中、日本の文部科学省で

は学校教育にデジタル教材の導入を進める等の報

道があります。法案が成立した場合、教科書は紙

のみ、紙とデジタルを組み合わせたハイブリッド、

完全デジタルの３形態が正式教科書になるとも報

道されておりますが、むつ市の教育現場はどのよ

うに対応するのかお伺いします。

〇議長（冨岡幸夫） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） 現在市内の小・中学校にお

きましては、紙の教科書を基本としながら、こど

もたちにとって分かりやすい単元等に限定してデ

ジタル教科書が活用されております。

また、紙の教科書に記載されている二次元コー

ドから動画教材などのデジタルコンテンツを閲覧

することもこどもたちの理解に非常に役立ってい

ると伺っております。

ご指摘のように、文部科学省からは３つの形態

が示されておりますが、まだ具体的な教科書の形

が提示されているわけではありません。今後具体

物が提示された後、しっかり確認をしながら検討

を進めてまいりたいと考えておりますので、ご理

解賜りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） その場合、教科書の選択は

教育委員会が指定するのか、または教師の得意、

不得意で選択するのかお伺いします。

〇議長（冨岡幸夫） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） 教科書の選定につきまして

は、近隣の市町村が一つの団体となり、同一の教

科書を採用するシステムとなっております。私ど

もであれば、下北５市町村が下北むつ地区教科用
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図書採択地区協議会という団体を結成し、教科書

を先生方にしっかり選んでいただいて、そして各

教育委員会の教育長が集まる５人の場で合議の結

果、地区で一つ一つの教科について最適な教科書

を採択する、そのような仕組みとなっております。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） ありがとうございました。

人口減少、生徒数の減少は避けて通れない現実

でありますけれども、さりとて教育の質を低下さ

せてはならないものと思っております。

学校は、単なる教育の場ではなく、地域の未来

そのものであることも明記し、長期的視野に立っ

た戦略的な対応を強く要望しておきます。

次は、質問の第３、原油価格高騰に伴う市民生

活と地域経済への影響についての再質問でありま

す。今回のアメリカ、イラン戦争で原油価格高騰

に起因すると見られる生活必需品の値上げで顕著

なものは何かお伺いいたします。

〇議長（冨岡幸夫） 商工観光部長。

〇商工観光部長（福山洋司） 商品価格の動向につ

きましては、原油価格のほかにも複数の要因が影

響しているものと考えられますが、報道等では軽

油や灯油などの燃料価格に加え、物流費や原材料

費の上昇を背景として、食料品や日用品の価格上

昇への懸念が指摘されております。

具体的には、菓子類などの食料品、トイレット

ペーパーや洗剤等の生活関連用品について、価格

上昇の動きや影響が報じられているものと認識し

ております。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） ガソリン、軽油、灯油等も

高止まりを続けている現状に鑑みて、国の交付金

等を活用した緊急支援策も必要と考えますけれど

も、具体的な動きはどうか伺います。

〇議長（冨岡幸夫） 財務部長。

〇財務部長（吉田由佳子） 物価高騰対策につきま

しては、令和５年度から示されております国の物

価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の推奨事

業メニュー等を柔軟かつ最大限に活用し、これま

でも市内の実情に応じた生活者、事業者への支援

を継続して展開してきたところでございます。

これらに加え、令和７年度に示された約７億円

の交付金についても、令和７年度補正予算及び令

和８年度の当初予算、さらには今定例会に上程さ

せていただいております令和８年度補正予算にお

いて必要な事業を計上し、途切れることのない支

援に注力しているところであります。

一方で、国においてはイラン情勢を踏まえた石

油製品価格の高騰を抑制するための緊急的激変緩

和措置が講じられているほか、都市ガスが普及し

ていない地方に配慮し、地方創生臨時交付金を積

み増す形でＬＰガスの料金負担軽減に向けた新た

な支援枠も追加されたところであります。つきま

しては、今後におきましても状況に応じて的確な

追加対策をスピード感を持って実施してまいりた

いと考えておりますので、ご理解賜りたいと存じ

ます。

〇議長（冨岡幸夫） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 現在むつ市では、むつ総合

病院の新築事業計画に着手している最中でありま

すけれども、今回の原油危機による諸物価高騰が

どのように影響してくるのか、大いに危惧してい

るところであります。

今回のアメリカ、イラン戦争の直接の原因は、

イランの核開発廃絶にあるとしておりますけれど

も、その手段、手法において、巨大国家アメリカ

の独善的指導者がなしている理不尽な行為にほか

ならず、世界の無辜の人間を不幸に陥れた事実と

して、これを忘れてはならないと思います。

このことを申し添え、むつ市議会第268回定例

会での一般質問を終わります。ありがとうござい

ました。
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〇議長（冨岡幸夫） これで、浅利竹二郎議員の質

問を終わります。

ここで、午前11時５分まで暫時休憩いたします。

午前１０時５１分 休憩

午前１１時０５分 再開

〇議長（冨岡幸夫） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎杉浦弘樹議員

〇議長（冨岡幸夫） 次は、杉浦弘樹議員の登壇を

求めます。５番杉浦弘樹議員。

（５番 杉浦弘樹議員登壇）

〇５番（杉浦弘樹） ５番、会派むつの風の杉浦弘

樹です。むつ市議会第268回定例会において、３

項目４点について一般質問を行います。市長並び

に理事者各位におかれましては、誠意あるご答弁

をよろしくお願い申し上げます。

１項目め、ＪＲ大湊線の活性化についてお聞き

します。ＪＲ大湊線は、下北地域の公共交通とし

て住民の生活や観光など、経済産業活動を支えて

きた鉄道であります。しかし、地域の人口減少や

モータリゼーションが進み、ＪＲ大湊線の利用者

は減り続けている現状で、市では沿線自治体とと

もに協議会を立ち上げ、ＪＲ大湊線の利用促進に

向け、対策を講じております。

そこで、１点目の質問は、ＪＲ大湊線活性化協

議会が実施した事業の検証と今後の方向性につい

てお聞きします。

２項目めは、鳥獣被害対策についてお聞きしま

す。まずは、１点目のニホンザルにおける前年度

の被害状況の検証と今後の対策についてですが、

特定非営利活動法人北限の野生動物管理センター

発行の「下北半島ニホンザルモニタリング調査報

告書」によると、2026年１月末現在の下北半島に

生息するニホンザルは、78群、2,667頭プラスア

ルファ確認されております。昨年の同時期との比

較では、群れは２群増えたものの、個体数は約50頭

減となっており、３年連続での頭数減となってお

ります。しかし、前年度はむつ市においてニホン

ザルによる被害の金額、件数が過去５年と比較し

て大きく増えており、ニホンザルの生息域が市内

広範囲にわたって拡大していることが報告書から

も確認でき、今年度はより一層計画的かつ有効的

な被害対策が急務となっております。市では、昨

年度の被害実績をどのように検証し、対策してい

く考えなのかお聞きします。

２点目のクマの対策についてですが、今年も既

に市内においてクマが出没しており、県ではツキ

ノワグマ出没警報を発表するなど、クマによる被

害防止に向け注意喚起を行うなどの対策をしてお

りますが、先般市ではクマ被害対策会議を開き、

緊急銃猟の訓練を行っております。今回初めて実

施したこの訓練では、どのような場合を想定し訓

練したのか、またクマ被害対策会議で議論した内

容は何だったのかお聞きします。

３項目めは、経済対策についてお聞きします。

中東情勢の悪化により、燃料不足による物価高騰

や関連する品物の供給不足などで市民生活や市内

企業へ影響が出ております。アメリカとイランが

戦闘終結に向け、今日にもオンライン会議を開催

し、覚書の合意を行う予定と各社で報道されてお

りますが、これまでに戦闘終結に向けては二転三

転していることもあり、情勢は不透明であります。

今後も中東情勢の不安定な状況が続くようであ

れば、これまで以上に市民生活や市内企業に大き

な影響を与えかねないことから、１点目の質問は、

燃料不足や物価高騰による市民や市内企業への影

響と市の対策についてお聞きします。

以上、壇上からの質問を終わります。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。



- 122 -

（山本知也市長登壇）

〇市長（山本知也） 杉浦議員のご質問にお答えい

たします。

まず、ＪＲ大湊線の活性化についてのご質問及

び鳥獣被害対策についてのご質問につきまして

は、担当部長からの答弁とさせていただきます。

次に、経済対策についてのご質問、燃料不足や

物価高騰による市民や市内企業への影響と市の対

策についてお答えいたします。まず、市民の皆様

への影響についてでありますが、中東地域におけ

る緊張の高まりは、エネルギー価格への直接的な

影響はもとより、輸送コストの上昇が食料品や日

用品など、あらゆる品目の価格に波及しておりま

す。

次に、市内企業への影響についてでありますが、

市内経済におきましても、燃料費や原材料価格の

高騰、さらにはサプライチェーンの混乱による資

材の調達遅延など、幅広い業種で深刻な影響が生

じているものと認識しております。

こうした状況を踏まえ、市といたしましては、

国の経済対策も最大限に活用しつつ、必要な支援

を適時適切に講じていくことが重要であると考え

ており、今後も国や県の動向、そして刻々と変わ

る国際情勢を注意深く見守りながら、市民生活と

地域経済への影響を継続的に把握し、状況の変化

に応じた対策に取り組んでまいりますので、ご理

解賜りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 政策推進部長。

〇政策推進部長（小笠原洋一） ＪＲ大湊線の活性

化についてのご質問、ＪＲ大湊線活性化協議会が

実施した事業の検証と今後の方向性についてお答

えいたします。

ＪＲ大湊線の利用促進や下北及び上北圏域の活

性化を目的として組織した本協議会では、令和７

年度、観光目的での路線利用を促進するため、Ｌ

ｅｔ’ｓ Ｅｎｊｏｙ！＆Ｒｉｄｅ！大湊線利用

促進キャンペーンを実施いたしました。本キャン

ペーンは、協議会構成自治体の観光やイベント参

加等の移動手段として、ＪＲ大湊線を利用した方

に対し運賃及び宿泊費を助成するもので、運賃は

最大で2,340円を、宿泊費は１人当たり3,000円を

助成いたしております。

また、実施期間は令和７年７月11日から令和８

年２月28日までを予定しておりましたが、大変ご

好評をいただき、早期に予算額に達したため、令

和７年11月17日に受付を終了したところでありま

す。

事業の実績といたしまして、交付件数は161件、

内訳は運賃助成が159件、宿泊費助成が102件であ

りました。

なお、助成金を申請する際のアンケートにおき

まして、「本キャンペーンが下北及び上北圏域を

訪れるきっかけとなったか」との質問に対して、

「はい」と回答した方が約61％であったことや、

助成対象者の約85％が県外在住者であったことな

どから、本事業が観光を目的とした地域外からの

新規利用者の拡大につながったものと評価してお

ります。

今年度におきましても、観光目的での路線の利

用促進を図るとともに、昨年度の総会において協

議会会員の皆様からいただいたしもきたツーリズ

ムとの連携を図りながら、圏域の観光促進にもつ

ながる取組や、上北、下北圏域の人口交流の増進

を図るための施策といったご意見を踏まえ、令和

８年度の利用促進事業といたしまして、ＪＲ大湊

線に乗っておみやゲット！キャンペーンを実施す

ることといたしました。本キャンペーンは、ＪＲ

大湊線を利用して、一般社団法人しもきたツーリ

ズムが販売する「ぐるりんしもきた号」ツアーに

参加した方に対し、協議会構成自治体の特産品

3,000円相当分をお土産としてプレゼントするも

のでございます。
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今年度の「ぐるりんしもきた号」ツアーは、既

に５月３日及び４日に実施されており、２日間で

合計16名のご参加をいただき、参加者全員が本キ

ャンペーンの対象でございました。この後も６月

から９月にかけ14回のツアーの実施が予定されて

おり、多くの方に本キャンペーンをご利用いただ

きたいと考えております。

今後の方針といたしましては、まずは今年度の

事業を滞りなく実施するとともに、その成果を分

析し、来年度以降につきましても、本協議会の構

成自治体や関係機関が一丸となり、ＪＲ大湊線の

利用促進と地域活性化に向けた取組を継続してま

いりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 農林水産部長。

〇農林水産部長（一戸義則） 鳥獣被害対策につい

てのご質問の１点目、ニホンザルにおける前年度

の被害状況の検証と今後の対策についてお答えい

たします。

令和７年度のニホンザルによる農作物の被害件

数及び被害金額は、むつ地区で30件、11万

5,635円、川内地区で20件、46万7,394円、大畑地

区で21件、17万7,441円、脇野沢地区で38件、359万

6,178円となり、市全体では109件、435万6,648円

となっております。これは、令和６年度と比較し

まして、被害件数は64件増加、被害金額は393万

9,612円増加しており、被害件数は全ての地区で

増加、被害金額はむつ地区以外で増加しておりま

す。

また、人的被害につきましては確認されており

ませんが、むつ地区で21件、川内地区で８件、大

畑地区で45件、脇野沢地区で37件、合計111件の

屋根歩行被害が報告されており、令和７年度と比

較して、全ての地区で増加しております。

これらの被害増加につきましては、ブナ類の大

凶作による山中での餌不足によりニホンザルの行

動域が拡大したことが主な要因であるものと考え

ております。

なお、ニホンザルによる被害対策につきまして

は、引き続き野猿監視人とモンキードッグによる

追い上げ、小型おり、大型おりによる捕獲及び電

気柵の設置を実施することとしておりますので、

ご理解を賜りたいと存じます。

次に、ご質問の２点目、クマの対策についてお

答えいたします。本年５月25日、令和８年度第１

回クマ被害対策会議を開催し、令和７年12月に策

定した緊急銃猟対応マニュアルに基づき、緊急銃

猟制度の理解を深め、緊急銃猟実施の流れの確認

を行いました。緊急銃猟実地訓練では、市役所南

側にクマが居座っていることを想定し、発砲まで

の流れに沿った訓練を行いました。

今後につきましても、緊急銃猟の実施に備え、

関係機関との連携強化及び制度の習熟に努めてま

いりたいと考えておりますので、ご理解を賜りた

いと存じます。

また、先ほどのニホンザルの前年度の被害状況

の検証と今後の対策につきまして、屋根歩行被害

の報告につきましては、令和７年度と発言しまし

たが、令和６年度と比較して、全ての地区で増加

していることになります。

〇議長（冨岡幸夫） ５番。

〇５番（杉浦弘樹） ご答弁ありがとうございまし

た。それでは、順次再質問させていただきます。

まず、１項目めの１点目、ＪＲ大湊線活性化協

議会が実施した事業の検証と今後の方向性につい

てですけれども、ご答弁いただきました令和７年

度に実施した利用促進キャンペーン、これは非常

に好評だったというふうなことで、市のほうでは

認識しているというふうなことでの答弁がありま

した。

この令和７年度に実施した利用促進キャンペー

ンなのですけれども、具体的にこの利用された月、

多かった月、そちらのほうをご答弁いただきたい
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と思います。

〇議長（冨岡幸夫） 政策推進部長。

〇政策推進部長（小笠原洋一） お答えいたします。

本キャンペーンにおける月ごとの助成実績とい

たしましては、８月が52件で最も多く、次いで９

月が39件、７月が37件、10月が28件、11月が５件

でありました。

〇議長（冨岡幸夫） ５番。

〇５番（杉浦弘樹） ８月が一番多くて、９月が２

番目に多かったというふうなことでよろしいです

ね。分かりました。

これは、主にむつ市内で使われた部分が多かっ

たという認識でよろしいかどうか、そちらのほう

もお聞きしたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 政策推進部長。

〇政策推進部長（小笠原洋一） ほぼほぼがむつ市

で、例えば宿泊助成に関しましては151件の実績

がございますけれども、むつ市での宿泊が145件、

野辺地町が５件、横浜町１件、そういうような状

況になってございます。

〇議長（冨岡幸夫） ５番。

〇５番（杉浦弘樹） ありがとうございます。むつ

市で使われたのが一番多かったというふうなこと

で了解しました。

では、今回の令和７年度に実施した利用促進キ

ャンペーン、サイト等でも案内のほう、お知らせ

等をしていたと思うのですけれども、そのサイト

の閲覧実績数、またその利用した年齢層など、そ

ういった細かい分析のほうはできているのか、そ

ちらのほうをお聞きしたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 政策推進部長。

〇政策推進部長（小笠原洋一） お答えいたします。

本キャンペーンについての掲載をホームページ

で掲載開始した昨年７月２日から本年３月31日ま

での閲覧数は、合計で7,190件となっております。

あとは、助成の年代でよろしいですか。キャン

ペーンがどの年代での利用が多かったかというこ

とでよろしいですね。

助成金の交付を受けた方の年代で言いますと、

50代が38名で最も多く、次いで60代が33名、30代

が30名、40代が27名、20代が26名、70代が５名、

10代が２名というような実績になっております。

以上です。

〇議長（冨岡幸夫） ５番。

〇５番（杉浦弘樹） 50代が大体40名近く、60代が

30名ちょっと、その後が30代でよろしいのですよ

ね。

（「はい」の声あり）

〇５番（杉浦弘樹） ありがとうございます。比較

的年齢層が、高くもないですね。私は、もっと高

いのかなと思っていましたけれども、私は47なの

で40代、間もなく50代になりますから、そういっ

た我々の年代の人たちから上の人が多く使ってい

たというふうなことで、ちょっと予想していた答

弁と違ったので、何と言ったらいいか分からない

ですけれども。でも、取りあえず利用者のほうは

多かったというふうなことで、分かりました。

それでは、ＪＲ大湊線に関してなのですけれど

も、県内のＪＲ線の中でもＪＲ大湊線のほう、通

勤通学などの定期利用よりも観光などの定期外利

用が多いという特徴があります。今後ＪＲ大湊線

活性化協議会では、今回の利用促進キャンペーン

も含め、ＪＲ大湊線の利用率、利用者数を上げる

ために観光路線で力を入れていくのか、それとも

生活路線といった形で力を入れていくのか、そち

らの方向性のほうをどのように考えているかお聞

きしたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 政策推進部長。

〇政策推進部長（小笠原洋一） お答えいたします。

どちらも重要な要素ではあると認識しておりま

す。ただし、この先の人口減少を踏まえますと、

路線の利用促進を図るためには観光等での地域外



- 125 -

からの理由を伸ばす必要があるものと認識してお

ります。

以上です。

〇議長（冨岡幸夫） ５番。

〇５番（杉浦弘樹） 今後は、観光路線のほうに力

を入れていきたいというふうな考えと、私は認識

しました。

観光路線もそうですけれども、生活路線の部分

に関しても、やはりダイヤの部分、非常に重要に

なってくると思います。私もたまにＪＲ大湊線を

使います。特に青森から大湊に来るに当たって、

野辺地駅で乗換えする際に、大分待ち時間のほう、

前のように待たなくてもいいダイヤになっている

なというふうなのは、私自身も利用して感じてお

ります。

そのダイヤ改正の部分について、協議会のほう

ではＪＲ等に対して、このダイヤ改正の部分を助

言できたりとか、利用のほうをもうちょっと上げ

ていきたいので、こうしてほしいといった、そう

いった提案等、この協議会ではできるものかどう

か、そちらのほうをお聞きしたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 政策推進部長。

〇政策推進部長（小笠原洋一） お答えいたします。

本協議会の設立当初よりオブザーバーとしてＪ

Ｒ東日本盛岡支社様には参画をいただいておりま

して、連携して事業実施していることから、そう

いう意見のコミュニケーション、そういうものは

取れている状況でございます。ただし、ダイヤ改

正につきましては、ほかの接続する路線、例えば

既存の鉄道であったり、おのおのの路線バス、そ

ういうところの関係する他社との調整及び合意と

いうものが必要であるということもありますの

で、その点はご理解いただきたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） ５番。

〇５番（杉浦弘樹） 今後もいろいろな状況はある

と思いますけれども、このダイヤの部分について

は、非常に利用増に向けて重要なところであると

思いますので、ぜひとも協議会のほうでどういっ

た形がいいのか、考えた中でＪＲさんのほうにご

提案していただくよう、よろしくお願いいたしま

す。

次の質問ですけれども、今年度協議会のほうで

総会が開催されて、私もその総会の資料を見まし

た。その中で、今年度も沿線自治体で協議会に負

担金を出していると思うのですけれども、その負

担金が令和７年度よりも各自治体とも減少してい

るのです。この減少している理由は何なのか、こ

ちらのほうをお聞きしたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 政策推進部長。

〇政策推進部長（小笠原洋一） お答えいたします。

令和７年度の利用促進事業を実施するに当たり

まして、青森県鉄道在来線活性化事業補助金の採

択を青森県のほうから受けております。その採択

となった金額そのものを次年度の繰越しとして処

理したため、各自治体の負担額そのものを減額で

きたと、そういう状況になっております。

〇議長（冨岡幸夫） ５番。

〇５番（杉浦弘樹） ということは、単純に負担金

が減ったので、事業を縮小するということではな

く、今年度も前年度と同じ金額の形で事業のほう

をやっていくというふうなことでよろしいですよ

ね。分かりました。

それでは、今年度行う事業について、先ほどい

ろいろとご答弁いただきました。目的等、いろい

ろと答弁されておりましたけれども、今年度行う

事業について、もう少し具体的に、何が狙いなの

かどうか。

それから、今後定期外利用の促進に向けて、Ｊ

Ｒ大湊線の利用者に対し、レンタカーを使う際の

割引ができるキャンペーンなどを行うような形で

事業を行ったほうがいいのではないかと私自身考

えております。そういったことにより、この経済
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波及効果が下北全体に広がるのではないかと考え

ておりますけれども、この提案に対して市のほう

でどう考えているか、そちらのほうをお聞きした

いと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 政策推進部長。

〇政策推進部長（小笠原洋一） 最初のほう、今年

度のＬｅｔ’ｓ Ｅｎｊｏｙ！＆Ｒｉｄｅ！大湊

線利用促進キャンペーン、そちらの目的というこ

とでしたので、まずＪＲ大湊線の利用拡大、それ

から下北及び上北圏域の活性化を図るために、こ

れは協議体そのものの目的と同じです。そういう

ことで、毎年度いろいろな趣向を凝らしながらキ

ャンペーンを実施しておりますので、今年度もこ

のキャンペーンを通じて下北、上北両方の圏域が

活性化することを目的としております。

次に、レンタカーというご提案でしたけれども、

私個人の意見にはなりますけれども、確かに面白

いアイデアだと思いますので、毎年協議会そのも

のの事務局会議等々ございますので、来年度の企

画に際しまして、そのアイデアも一つの提案とし

て検討、検証していきたいと思います。

以上です。

〇議長（冨岡幸夫） ５番。

〇５番（杉浦弘樹） 部長、ありがとうございます。

ぜひとも協議会のほうに部長のほうから提案して

いただいて、この要望が通る形で事業のほうを実

施していただきたいと思います。よろしくお願い

いたします。

次の質問なのですけれども、定期利用などの増

加を見込んだ対策として、これまで市のほうでは

ＪＲ下北駅の駐車場の拡大を行いました。今後Ｊ

Ｒ大湊駅も利用実績を分析し、そういったことか

ら、このＪＲ大湊駅の駐車場のほうの拡大も、私

個人的には行ってほしいなというふうに考えてい

るのですけれども、市のほうでは現在どのような

形で考えているかお聞きしたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 政策推進部長。

〇政策推進部長（小笠原洋一） お答えいたします。

市といたしましても、ＪＲ大湊駅の駐車場が連

休など、そういう場面では大変混雑しているとい

う状況に関しては認識しております。ただ、駐車

場拡大等の必要性につきましては、ＪＲ大湊線の

利用促進等を含めまして、総合的に検討してまい

りますので、ご理解いただきたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） ５番。

〇５番（杉浦弘樹） そうなのです、大湊駅、ふだ

んはそんなにも駐車場の利用というふうなのは多

くはないのです。ただ、お盆や正月近辺になると、

一気に利用者が増えて、私も使うに当たって車が

止められないといったこともあります。そういっ

た限定的な時期に対応した形でやるというのも、

またそこもちょっとどうなのかなというふうなの

も私個人的には思っているのですが、ただやはり

私の出身地域、脇野沢地区で青森市とかに通院さ

れている方、特に私の親戚とかでも結構いるので

すけれども、やはり大湊駅まで行って、車止めて

行くというケース、結構あるのです。やっぱりそ

ういった人たちからも、もう少し大湊駅駐車場を

広くしてくれれば大分助かるなと。お盆近く、正

月前とかというふうなことになると、どうしても

定期的な通院になるので、駐車場を使うケースと

いうふうなのもあるので、そういったことからも、

何とか駐車場の拡大に向けては前向きに検討して

いただければなというふうなのは地域のほうから

もちょっと声が出ておりますので、ぜひともよろ

しくお願いいたします。

では、１項目めのまとめに入りたいと思います。

ＪＲ大湊線は、下北半島の経済を支える重要な地

方ローカル線であるとともに、公共交通が脆弱な

地域の重要な交通手段でもあります。今後も市で

は、積極的に活性化協議会で意見や考えを提案す

るとともに、地域の声を届けていただいて、利用
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者の増加に向けて取り組んでいただくよう、よろ

しくお願い申し上げまして、２項目めの質問に移

らせていただきます。

２項目めの再質問なのですが、まずはニホンザ

ルの被害対策についての再質問です。先ほどご答

弁いただきました被害件数は、全ての地区で増加、

被害金額はむつ地区以外で増加、特に脇野沢地区

は被害金額約360万円と大幅に増加しているとの

答弁でありましたけれども、被害増加の要因、ブ

ナ類の大凶作による餌不足によりサルの行動域が

拡大したことを主な要因としておりましたけれど

も、山の餌不足でサルの行動域が拡大したことで、

野猿監視人の不足で被害対策が追いつかずに被害

増加につながったのではないかなと私は考えるの

です。特に近年、鳥獣被害対策の予算縮小により

野猿監視人の人数が減らされていました。そうい

ったことからも、この野猿監視人の不足が被害増

加にもつながったのではないかと考えております

が、市の見解をお聞きしたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） 野猿監視人の不足が被害増加

につながったと、そういった理由につきましては、

担当部長から詳細答弁をさせていただければと思

いますけれども、まずは今年度、８人体制に戻し

ております。

被害額、悪いところだけ質問されましたので、

そこだけ答弁をさせていただきましたけれども、

いい点もありまして、５人の中でも、まずは捕獲

頭数、ここ５年間で一番多い109頭を捕獲してお

ります。被害額は確かに減りましたけれども、被

害の増加につながった理由は担当部長から答弁さ

せますけれども、その人数によって頭数、人数が

減ったから捕獲頭数も減ったとか、被害が増えた

とかということではないということだけはお伝え

しておきたいと思います。

５人の中でも、ここ５年で、令和６年、ちなみ

に申し上げますと67頭、令和７年が109頭、脇野

沢でいけば55頭も捕獲していますので、そのこと

はお伝えさせていただきたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 農林水産部長。

〇農林水産部長（一戸義則） 令和６年度より野猿

監視人を５人体制で活動してきたところでありま

すが、やはり山の餌不足によりましてサルの行動

域が拡大し、野猿監視人による追い上げを実施し

ても、餌を求めて農耕地に侵入する状況が繰り返

されるなど、野猿監視人の不足が直接の被害拡大

につながったものではないと認識しております。

市では、サルの行動域が拡大している状況を踏

まえまして、より広範囲での効果的な追い上げや

捕獲活動を実施するため、本年度は野猿監視人を

８人体制と増員して体制を強化しております。

また、同じエリアを複数人で連携して監視する

などの監視の質の向上や、わなの設置や移動を機

動的、効果的に行うなどの捕獲活動の強化を図っ

ております。

今後におきましても、引き続き農作物被害の軽

減に取り組んでまいりますので、ご理解を賜りた

いと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） ５番。

〇５番（杉浦弘樹） 去年の秋に私のほうから、県

選出の国会議員にお願いしまして、むつ市で鳥獣

被害対策の現状のほうを、去年の秋に視察させて

いただきました。市長にも出席していただいて、

どうもありがとうございました。

この視察の目的だったのですけれども、去年む

つ市でもクマによる被害で人身被害が発生したこ

とから、その被害対策の予算の増額をしてもらい

たいというふうなことと、あとは近年国からのニ

ホンザル被害対策予算が減らされているといった

現状から、むつ市のほうでも人員のほうも削減せ

ざるを得ないことで被害が拡大したのではないか

と私のほうでは思っておりましたので、そういっ
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たことから、視察のほうを国会議員を呼んで行い

まして、必要な予算をつけてもらうと。何とか人

員のほうを確保してもらうというふうなことが目

的でありました。

市では、人員不足で被害が増加したのではなく、

あくまでも山の餌不足で被害が拡大したとの今答

弁もありましたけれども、でも視察の結果、ニホ

ンザルの被害対策予算も今年度は以前のような予

算まで増額となりまして、結果として人員を増員

することによって被害対策の質のほうを強化する

のであれば、今後被害が減少する可能性が私非常

に高くなると思っておりますので、ぜひとも結果

を出していただきたいものと思っております。

ここから再質問なのですけれども、ほかに被害

のほうが増加していることへの対策、これはどう

なっているのか。特に大幅に被害が増加した脇野

沢地区への対応などはどうなっているのか。今年

度増員した野猿監視人、こちらはサル専属となっ

ているのか。例えばクマが多く出たときにクマの

ほうに回されたりとか、そういったことはあるの

かどうか、そちらのほうをお聞きしたいと思いま

す。

〇議長（冨岡幸夫） 農林水産部長。

〇農林水産部長（一戸義則） お答えいたします。

まず、被害が増加していることに対する対策で

すが、引き続き野猿監視人やモンキードッグによ

る追い上げに加えまして、脇野沢地区におきまし

ては、新たに大型おりを設置し、捕獲活動を進め

ております。

また、令和７年度にソバの被害が最も大きかっ

た一般社団法人むつ市脇野沢農業振興公社におき

ましては、ソバ畑での追い上げ活動を行うことと

しておりますので、そちらと連携を図りながら、

農作物被害の軽減に努めてまいりたいと考えてお

ります。

次に、今年度任用しております８人の野猿監視

人ですが、全て専属で野猿監視業務に当たってお

ります。

以上となります。

〇議長（冨岡幸夫） ５番。

〇５番（杉浦弘樹） 今答弁で、脇野沢農業振興公

社のソバ畑で追い上げを行うというふうなことで

答弁ありましたけれども、この脇野沢農業振興公

社のソバ、脇野沢農業振興公社の経営の主力とな

ります。何よりこの脇野沢農業振興公社のソバは、

脇野沢地区の重要な特産品ともなりますので、ぜ

ひとも増員した人員を有効活用して、被害軽減に

努めていただきたいと思います。

そして、先ほど脇野沢地区で新たに大型おりを

設置しているとの答弁がありましたけれども、現

在大型おりのほうは何台設置しているのか。また、

今年度の大型おりの増大はあるのかどうか、そち

らのほうをお聞きしたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 農林水産部長。

〇農林水産部長（一戸義則） お答えいたします。

現在むつ地区に１基、川内地区に２基、大畑地

区に１基、脇野沢地区に１基の合計５基を設置し

ております。今年度は、大型おりを１基増設する

予定としておりまして、現在設置場所の検討を進

めているところであります。

以上となります。

〇議長（冨岡幸夫） ５番。

〇５番（杉浦弘樹） 大型おりのほう、設置台数大

分増えてきておりますけれども、先ほど市長のほ

うからも答弁ありました令和７年度の捕獲頭数、

むつ市において100頭以上ありまして、大幅に令

和７年度は増えました。下北全域でも捕獲頭数が

増えてきておりますけれども、この捕獲頭数が増

えた理由、この要因、どういった形で分析してい

るのか。先ほど市長のほうでも、人員が減ってで

も捕獲頭数が増えたことは非常によかったという

ふうなことでお話しされておりましたけれども、
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人が減っても捕獲頭数は増えるというふうなの

は、この要因は一体何なのか。私は、ちょっとな

かなか分析しづらいところもありますので、そち

らのほう、市の考えをお聞きしたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 農林水産部長。

〇農林水産部長（一戸義則） お答えいたします。

自然環境におきます餌の不足によりまして、わ

なの餌に誘引されたことが大きな要因であるもの

と考えております。

以上となります。

〇議長（冨岡幸夫） ５番。

〇５番（杉浦弘樹） では、ちょっと違う観点から

質問します。

令和７年度に鳥獣捕獲検知システムを導入して

おりますよね。去年のむつ市議会第264回定例会

でのニホンザル被害対策の一般質問で、ＩoＴ鳥

獣捕獲検知システムを導入するとの答弁がありま

したけれども、このシステム、現在どのように運

用して効果が出ているのか、そちらのほうをお聞

きしたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 農林水産部長。

〇農林水産部長（一戸義則） お答えいたします。

令和７年12月にＧＰＳの首輪を５基購入してお

ります。本年５月に１基装着しておりまして、今

後ＧＰＳによる検知システムを活用し、効果的か

つ効率的な捕獲や追い上げを行いまして、被害の

軽減につながることを現在期待しているところで

ございます。

以上となります。

〇議長（冨岡幸夫） ５番。

〇５番（杉浦弘樹） それでは、このＧＰＳを装着

した個体なのですけれども、これはどこの地域の

個体なのか。また、どのような基準で、この装着

する個体のほうを選んでいるのか、そちらのほう

をお聞きしたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 農林水産部長。

〇農林水産部長（一戸義則） 本年５月にＧＰＳ首

輪を装着した個体ですが、むつ市城ヶ沢地区で捕

獲した個体となっております。

ＧＰＳ首輪につきましては、民家や農耕地への

出没が多い群れを優先して装着したいと考えてお

りますが、首輪の重さに耐え得る個体でなければ

装着は困難でありますので、出没場所や個体の大

きさに基づいて、順次装着を進めていくこととし

ております。

〇議長（冨岡幸夫） ５番。

〇５番（杉浦弘樹） ありがとうございました。

では、まとめに入りたいと思いますけれども、

市では以前から頭数を減らさなければ全体的な問

題が解決しないとの考えを答弁していたと思うの

ですけれども、確かに基本は、私はそうであると

思っております。しかし、令和７年度のように捕

獲頭数が多く、３年連続で頭数のほうは減少して

いるのです。でも、去年は被害のほうが拡大して

おります。やはり頭数減をするために捕獲実績を

上げるというのは、確かに必要だと思うのですけ

れども、私は今後はデジタル技術の積極的な導入

と同時に、やはり電気柵の設置がこの効果を生ん

でいくものと私は考えております。

捕獲と電気柵を両方進めることによって、何よ

り人員のほうが少なくても対応していけると私は

考えておりまして、この電気柵に関しては、去年

電気柵の設置の補正予算が追加されていると思い

ますので、これまで順番待ちをしていた方々が大

分解消されたことから、今回この電気柵のほう、

あえて私質問のほうしませんでしたけれども、今

後はこの被害を最小限に抑えるためにも、捕獲実

績を上げると同時に、この電気柵のほうもやはり

有効活用していただければ、この人員の部分にお

いて最小限でも私はやっていけるのではないかと

考えておりますので、ぜひとも市のほうではこの

部分の分析をもう一度検証していただいて、被害
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対策に努めていただくよう要望いたしまして、２

点目のクマのほうの再質問に移りたいと思いま

す。

クマの再質問なのですけれども、これまで野生

鳥獣の駆除や捕獲は、地域の猟友会に委託されて

いることがほとんどでしたけれども、近年被害拡

大に伴いまして、解決策としてガバメントハンタ

ーの導入が全国的に進んでいると思いますけれど

も、市でもガバメントハンターの導入のほうは考

えているのか、そちらのほうをお聞きしたいと思

います。

〇議長（冨岡幸夫） 農林水産部長。

〇農林水産部長（一戸義則） お答えいたします。

当市では、ガバメントハンターとして採用して

いる職員はおりませんが、狩猟免許を持った職員

３名が農林畜産課に配属されております。

また、猟友会の会員などをむつ市鳥獣被害対策

実施隊員として委嘱しておりまして、ガバメント

ハンターと同様の野生鳥獣の管理や捕獲などの被

害防止対策に従事していただいているところでご

ざいます。

〇議長（冨岡幸夫） ５番。

〇５番（杉浦弘樹） 今答弁がありました鳥獣被害

対策実施隊員ですけれども、これは主に何をする

ものなのか、お聞きしたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 農林水産部長。

〇農林水産部長（一戸義則） 鳥獣被害防止特別措

置法に基づきまして、野生鳥獣の捕獲や防護柵の

設置などの実践的な被害防止対策を担う専門組織

として市町村が設置し、市の職員や猟友会の推薦

を受けた狩猟者などで構成され、特別職の地方公

務員として活動するものとなっております。

主な活動内容といたしましては、ニホンザルや

ツキノワグマなどの対象鳥獣の捕獲や追い払いと

なっております。

〇議長（冨岡幸夫） ５番。

〇５番（杉浦弘樹） では、このむつ市鳥獣被害対

策実施隊員は、今現在何名いるのか、そちらのほ

うをお聞きしたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 農林水産部長。

〇農林水産部長（一戸義則） 令和８年度のむつ市

鳥獣被害対策実施隊員は48名となっており、下北

郡猟友会が20名、青森県猟友会川内支部が10名、

市の農林畜産課職員及び野猿監視人の18名の構成

となっております。

〇議長（冨岡幸夫） ５番。

〇５番（杉浦弘樹） この鳥獣被害対策実施隊員で

すけれども、主な活動内容としてサルやクマ等の

有害鳥獣の捕獲や追い上げというふうなことで答

弁ありましたけれども、これは鳥獣被害防止特別

措置法に基づき、野生鳥獣の捕獲や防護柵の設置

とあるのですけれども、これ例えばサルの電気柵

の設置の部分で、この方々たちにも協力を仰いで

早期に設置していくというふうなことも一応活動

内容には含まれているのか、そちらのほうをお聞

きしたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 農林水産部長。

〇農林水産部長（一戸義則） 活動内容といたしま

しては、それらも含まれておりますが、現在とし

ては、市の農林畜産課職員が電気柵等の設置につ

いて対応しているのが実情となっております。

以上となります。

〇議長（冨岡幸夫） ５番。

〇５番（杉浦弘樹） 以前からも、このサルの部分

に関しては、電気柵を早期に設置してほしいとい

うふうなこともありましたので、今後はこの鳥獣

被害対策実施隊員もクマの防護柵や、あとはサル

の電気柵の設置のほうを使えるような形で要望の

ほうをしていきたいと思います。

この制度をうまく利用して、クマとサルの両方

の被害を軽減できるよう、私も期待していきたい

と思いますので、何とか市のほうでもこの鳥獣被
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害対策実施隊員の方々を有効活用して、結果を出

していただくよう、よろしくお願いいたします。

２項目めの再質問は、これで終わります。

３項目めの経済対策についてですけれども、こ

ちらの再質問のほうは、特に行いません。今日私

の前にやられている浅利先輩もそうですし、その

ほかの議員も、こちらの経済対策等、関連する質

問をしておりますので、私からは要望という形で

終了させていただきたいと思いますけれども。

先ほどからも、この質問に関連した議員の方々

への答弁で、国の経済対策を有効に使っていきた

い、状況の変化に応じてスピード感を持って使っ

ていきたいというふうなことでありましたので、

ぜひともその見極めを的確にしていただいて、何

とか市内経済のほう、市のほうで支えていただく

ような形で行っていただくようよろしくお願い申

し上げまして、私の一般質問を終了させていただ

きます。ありがとうございました。

〇議長（冨岡幸夫） これで杉浦弘樹議員の質問を

終わります。

ここで、昼食のため午後１時20分まで休憩いた

します。

午前１１時５６分 休憩

午後 １時２０分 再開

〇議長（冨岡幸夫） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎佐賀英生議員

〇議長（冨岡幸夫） 次は、佐賀英生議員の登壇を

求めます。19番佐賀英生議員。

（19番 佐賀英生議員登壇）

〇19番（佐賀英生） こんにちは。19番、市誠クラ

ブ、佐賀英生です。むつ市議会第268回定例会に

当たり、通告に従いまして一般質問いたします。

理事者各位の前向きな答弁をよろしくお願いいた

します。

６月６日土曜日から７日日曜日にかけて、岡山

県高梁市に研修と同期会に行ってきました。30年

ぶりに会う当時の仲間が37人中17人集まり、とて

も有意義な時間を過ごすことができました。私を

含め３人以外は全員公務員で、30年ぶりの再会は

現役２名、それ以外は外郭団体の役員や福島県の

町長、大分県の町長選出馬予定者、みんな現役で

地域づくりに励んでいました。法政大学名誉教授

の岡﨑昌之元主任講師の過疎地域の活性化や移

住、役所の課を横断する取組とリーダー塾の特徴

についての講義を120分受け、何でも飽きやすい

この私が、じっくりと休みなしで聴講したのは初

めてであります。

懇親会には、石田芳生高梁市長をはじめ、各団

体の代表者や市議会議員、市役所職員等８名が出

席し、開催を行ったものです。そして、いつもど

おり鶴岡市の同い年の秋葉と会を仕切り、いじら

れながら盛り上げて、次の日、３時起きなので、

泣く泣く20時に切り上げて帰ってまいりました。

いろんな意見を交わし、いろんな話を聞き、地

域の在り方、リーダーとしての役割、地域のつく

り方など、たくさんのことを議論してまいりまし

た。久しぶりに活の入る話を聞かせてもらい、私

はこんなことでいいのかと自問自答しながら帰っ

てまいりました。仕切りが私ですから、来年もや

るぞと勝手に宣言し、来年は新潟で開催すること

を約束し、当時の講師、東京大学の西村教授、早

稲田大学の宮口教授、地域経済総合研究所主任の

猪口氏を呼ぶと大口をたたいてまいりました。

幾つになっても、立場が変わろうとも、学ぶと

いうこと、実践するということ、リーダーとして

の自覚を進めることは大事だということをひしひ

し感じさせられた５時間でもありました。

それでは、通告に従いまして、３項目６点につ
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いて質問いたします。

１項目めの熊対策について質問いたします。昨

年同様、今年も熊出没についての報道が連日テレ

ビをにぎわせており、新聞にも「県内クマ目撃」

とコーナーができるほどになっております。

以前熊の生態や行動状況、対策について述べま

したので、説明を省略しますが、今年の全国的な

状況は、過去最多の被害を記録し、昨年2025年度

に引き続き、全国で人的被害や目撃情報が相次い

でおります。同時に４月から６月にかけても東北

町などを中心に、住宅街や小学校の敷地内への出

没が報告され、警戒が呼びかけられております。

例年より気温が高い暖冬傾向だった影響で、本

来ならば４月か５月に冬眠から目覚める頃なので

すが、今年は３月中旬から冬眠から目覚め、個体

数が増えていったそうであります。現在では、個

体数の増加と生息域の拡大により、住宅街での目

撃や人身被害が過去最多レベルで社会問題化して

いる状況にもあります。御多分に漏れず、当市に

おいても、ここ数週間で目撃情報が多数寄せられ

ているようで、受ける側としての早期対策が急が

れることと考えております。

以上のことを踏まえ、質問いたします。

１点目として、今年度の熊の出没状況及び今後

の出現予想と対策について。

２点目として、令和８年度第１回熊対策会議に

ついて。

以上、２点について市長にお伺いをいたします。

次に、２項目めの薬研温泉郷の活性化について

質問いたします。薬研温泉郷は、2015年（平成

27年）、古畑旅館、紅葉荘が閉館し、翌年2016年

（平成28年）、ホテルニュー薬研が耐震の問題で

閉館し、あれから10年余りが経過し、薬研温泉郷

はすっかりと寂しくなっており、現在は薬研荘１

軒が頑張っております。

宿泊施設の減少に伴い、観光客も激減し、せい

ぜい温泉につかりに来る程度で、日帰りが主とな

ってきております。地元の人は、老人福祉センタ

ーを利用するのが主で、それなりに喜んではいる

ものの、ご存じのとおり外観や老朽化が顕著で、

旅行客は、そこが温泉施設だと気づく人が少なく、

地元の人専用的になってきてもおります。

それはそれでよろしいのですが、もう一工夫必

要と考えております。前段の閉館事案があったと

きから、薬研温泉郷を何とかしなくてはといろい

ろ考えてはいるのですが、これという案が浮かば

ず、頭を悩ませております。篤志家がいて、ホテ

ルの１つや２つ建ててくれたりとか、紹介でもし

てくれれば、以前のような場所に戻れるのではと

考えてはおりますが、そんなにうまくいかないこ

ともよくよく承知して憂鬱になっております。こ

のままでは、衰退の一途をたどることになるので、

何とか考えていかなくてはいけないと思っており

ます。

以上のことを踏まえ、質問いたします。

１点目として、薬研温泉郷の活性化について、

市長の見解は。

２点目として、老人福祉センターについて。

以上、２点について市長にお伺いをいたします。

３項目めの立ち木及び建柱された柱について質

問いたします。全国には、3,600万本の電柱があ

り、桜の木と同じ数ほどあるそうです。電柱は、

所有する会社により管理されており、定期的に取

り替えたり、安全が確保されております。また、

全国の街路樹は約720万本で、年間平均約5,200本

が倒木しているとのことであります。

近年倒木、落枝による事故が急増しており、原

因としては腐朽病害が一番で、次いで強風、その

次が台風と続いており、近年は老木が深刻化して

いるとのことであります。国土交通省は、約４年

かけて全国の樹木の倒木等の事故発生状況及び樹

木点検を行い、倒木の多い樹種を発表いたしまし
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た。公園で一番多い樹種は、コナラ、桜類、ケヤ

キ、道路で多い樹種は、ケヤキ、桜類、アカマツ、

クロマツ類だそうであります。特に1960年から

1970年代の樹木が老木化しており、とても危険で

あるとのことであります。最近天候の高温化が進

んでおり、まちじゅうの樹木に負担が生じられる

と考えており、事故にならないか、心配をしてい

るところでもあります。

以上のことを踏まえ、質問いたします。

１点目として、立ち木の倒木、落枝による被害

について。

２点目として、不使用の各種柱の処理について。

以上、２点について市長にお伺いをいたします。

以上、壇上よりの質問とさせていただきます。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

（山本知也市長登壇）

〇市長（山本知也） 佐賀議員のご質問にお答えい

たします。

まず、熊対策についてのご質問の１点目、今年

度の熊の出没状況及び今後の出現予想と対策につ

きましては、担当部長からの答弁とさせていただ

きます。

次に、ご質問の２点目、令和８年度第１回熊対

策会議についてお答えいたします。本年５月25日、

令和８年度第１回クマ被害対策会議を開催し、緊

急銃猟実施までの流れの確認と緊急銃猟実地訓練

を行いました。

実地訓練では、市役所南側に熊が居座っている

ことを想定し、猟友会やむつ警察署、青森県等の

関係機関との連携体制の確認のほか、緊急銃猟が

実施可能となる４つの条件や、通報から発砲まで

の流れの確認等を行い、交通規制の考え方や弾丸

を止めるためのバックストップ、そして住宅地に

向かない角度での射撃位置等を協議し、関係者間

での意見交換を通じて共通認識を持つことができ

たものと感じております。

今後におきましても、緊急銃猟の実施に備え、

関係機関との連携強化及び精度の習熟に努めてま

いりたいと考えておりますので、ご理解を賜りた

いと存じます。

次に、薬研温泉郷の活性化についてのご質問の

１点目、活性化についての見解につきましては副

市長から、ご質問の２点目、老人福祉センターに

つきましては担当部長から、立ち木及び建柱され

た柱についてのご質問につきましては、担当部長

等からの答弁とさせていただきます。

〇議長（冨岡幸夫） 齋藤副市長。

（齋藤友彦副市長登壇）

〇副市長（齋藤友彦） 佐賀議員の薬研温泉郷の活

性化についてのご質問の１点目、薬研温泉郷の活

性化についての見解についてお答えいたします。

薬研温泉は、400年以上の歴史を有する温泉地

として、下北ジオパークのジオサイトの一つに位

置づけられ、青森ヒバの原生林や薬研渓流など、

豊かな自然環境という地域資源を有しておりま

す。薬研温泉の泉質は、無色透明アルカリ性の単

純泉で、疲労回復、胃腸病、神経衰弱、婦人病な

どに効果があるとされており、多くの来訪者や地

域の皆様に愛されております。

また、薬研渓流は場所によって表情を変える流

れが特徴であり、渓流釣りのポイントとして釣り

ファンを魅了しております。

加えて秋の紅葉は、青森ヒバの原生林を背景に、

カエデやツツジなどの鮮やかな赤とブナやミズナ

ラの黄色が混ざり合い、深い緑色がベースにある

ことで、赤や黄色がより一層引き立つ立体的なグ

ラデーションが特徴となっており、来訪者に喜ば

れております。

さらに、薬研地区におきましては、これまでも

丑湯まつりなどのお祭りやイベントが開催されて

おります。特に開湯400年を祝し、薬研温泉開湯

400年祭実行委員会が発足され、ミナカダ祭と称
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したイベントが開催されました。なお、当委員会

は、現在も薬研地区においてイベントを開催し、

薬研地区の活性化に貢献していただいているとこ

ろであります。

薬研地区には、様々な魅力がある一方で、宿泊

施設や食事の提供機能が限定的であることから、

来訪者の滞在時間の延長や誘客の拡大に向けまし

ては、これらの機能の充実が課題であると認識し

ているところであります。今後につきましても、

薬研温泉郷をより多くの皆様にご利用いただける

拠点として活性化していくために、こうした地域

資源を最大限に生かしながら地域の皆様と連携

し、段階的かつ計画的に取り組んでまいりますの

で、ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 農林水産部長。

〇農林水産部長（一戸義則） 熊対策についてのご

質問の１点目、今年度の熊の出現状況及び今後の

出現予想と対策についてお答えいたします。

まず、令和８年１月からの出没状況についてで

ありますが、５月31日時点で17件となっており、

令和７年の同時期と比較して１件少なくなってお

ります。

次に、今後の出没予想についてでありますが、

昨年は年間で1,012件の目撃件数があり、181頭を

捕獲しております。また、市民の皆様のご理解と

ご協力をいただき、約130本の栗などの放任果樹

が伐採され、人の日常生活圏に熊を寄せつけない

環境づくりに努めているところであります。

現時点で今後の出没状況を予測することは困難

でありますが、５月31日時点の目撃件数が昨年度

と同程度であること、また昨年は６月以降に目撃

情報が急増したことなどを踏まえ、これまでの対

策を緩めることなく、引き続き警戒と対策に努め

てまいります。

次に、今後の対策についてでありますが、目撃

情報が寄せられた際には、市公式ＬＩＮＥなどの

ＳＮＳや防災行政無線による周知及び注意喚起を

行うほか、警察と連携したパトロールの実施や現

場の状況に応じて捕獲用のわなの設置、また昨年

に引き続き、栗などの放任果樹の伐採に対する補

助金の交付など、市民の皆様の安全安心を守るた

めの対策に努めてまいりますので、ご理解を賜り

たいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 健康福祉部長。

〇健康福祉部長（斉藤洋一） 薬研温泉郷の活性化

についてのご質問の２点目、老人福祉センターに

ついてお答えいたします。

むつ市老人福祉センターは、昭和47年、大畑町

の薬研地区において、ご高齢の方々に温泉設備を

活用した入浴と雇用の機会を提供することで、利

用される方々の健康増進及び教養の向上に資する

べく整備された福祉施設であります。また、当該

施設の利用機会は一般の方々にも供され、広く皆

様に愛されている施設であると認識しておりま

す。

過去３年間の利用状況といたしましては、令和

５年度は利用者数が１万3,543人、令和６年度は

１万2,831人、令和７年度は１万2,251人であり、

近年においても利用の多い施設となっておりま

す。

次に、整備、改修の状況でございますが、施設

の老朽化に対応するため、平成15年に国の補助事

業を活用し、大規模改修工事を実施しており、バ

リアフリー化やトイレの洋式化、浴室設備の改修

等を行っております。また、平成31年３月には浴

室の改修工事を実施し、愛称をかっぱふれあいの

湯と改めるとともに、令和３年には屋根の改修工

事を実施いたしております。

今後につきましても、随時必要な修繕を適切に

行いつつ、市民の皆様の憩いの場として、また薬

研温泉郷の活性化に貢献できる施設として維持管

理に努めてまいりますので、ご理解賜りたいと存
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じます。

〇議長（冨岡幸夫） まちづくり推進部長。

〇まちづくり推進部長（木下尚一郎） 立ち木及び

建柱された柱についてのご質問の１点目、立ち木

等の倒木、落枝による被害についてお答えいたし

ます。

市道における倒木等による直接被害の報告は受

けておりませんが、年間約10件程度、強風や着雪

による倒木等で通行の妨げになっているとの通報

が土木維持課や各庁舎へ寄せられており、担当職

員や維持作業委託業者により撤去しているところ

でございます。

〇議長（冨岡幸夫） 大畑庁舎所長。

〇大畑庁舎所長（松本邦博） 立ち木及び建柱され

た柱についてのご質問の２点目、不使用の各種柱

の処理についてお答えいたします。

不使用の各種柱とは、大畑地区のイカのデザイ

ンを施した柱が緑色の街路灯だと認識し、お答え

いたします。議員ご指摘の当該街路灯は、平成６

年度に大畑町商店街街路灯整備事業、平成８年度

には大畑町街路灯整備管理事業として整備された

もので、令和７年１月にＬＥＤ防犯灯への切替え

工事が完了したことに伴い、現在は使われており

ません。現在の残存数につきましては、320本と

なっております。

当該街路灯は、設置から30年以上が経過し、老

朽化による腐食や倒壊のおそれへの懸念もありま

すことから、昨年、令和７年に関係する町内会長

さんにお集まりいただき、撤去に向けての協議を

行ったところです。

撤去の状況でありますが、現在使用中のＬＥＤ

防犯灯の照射を妨げているものや、通学路上にあ

るものなどを総合的に勘案し、また実際に夜間調

査を行い、令和７年度には８本撤去しております。

今後につきましても、計画的に撤去を進め、地

域の安全安心の確保に努めてまいりますので、ご

理解を賜りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 19番。

〇19番（佐賀英生） 答弁いただきました。ちょっ

と順番がいろいろ変わるかもしれませんが、よろ

しくお願いいたします。

まずは、熊のほうなのですけれども、この前の

会議、第１回クマ被害対策会議の部分なのですけ

れども、これは緊急銃猟しかやらなかったという

ことでよろしいのですか。そのほか、もし会議の

中で出たものがあったらお教え願いたいのですけ

れども。

〇議長（冨岡幸夫） 農林水産部長。

〇農林水産部長（一戸義則） お答えいたします。

まず、実地訓練の前に、むつ市の緊急銃猟マニ

ュアルに沿った机上訓練を行いました。それに基

づき、現地のほうに行きまして、それぞれ緊急銃

猟の実際の実地訓練を行った内容となっておりま

す。

以上となります。

〇議長（冨岡幸夫） 19番。

〇19番（佐賀英生） 分かりました。机上訓練と、

そういうことなのですけれども。そのときに、例

えば今までの見通しだとか、県が来たわけですよ

ね。県のほうからもいらっしゃっているわけです

よね。普通というか、僕が考えているのが、例え

ば県が来たら、今後は熊がこういう状況でこうだ

と、ああだというものはまた聞くのですけれども、

全くやられていないと、そう理解してよろしいの

ですよね。

僕は、前々回でしょうか、熊のことをやりまし

て、今年は多分少ないのだろうと。それは、食べ

物が少ないから、こどもはまだ産んでいないはず

です。だから、今年は子連れのものはほとんど見

ていないと思うのですが、去年に比べれば、多分

少し少なくなるという予想の下でやっているので

すけれども、結局周りの方々がやっぱり怖いわけ
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です、去年のトラウマがあるものですから。だか

ら、ある程度の予測みたいなものは立てたほうが

いいのではないかなと。いずれこうなるとか、あ

あなる部分ですとか。

緊急銃猟というのは、最後の最後の方法かなと

思っているわけなのですけれども、今年、何かさ

っき杉浦弘樹議員の質問の中で、わなを１つか２

つ余計につくるというお話なのですけれども、そ

の１基だけなのですか、それとももうちょっとつ

くったり、もうちょっと広げたりという発想はな

いのでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） 農林水産部長。

〇農林水産部長（一戸義則） お答えいたします。

先ほどの杉浦議員のご質問で、わな１基という

ものは、ニホンザルに係る大型おりの増設となっ

ております。

〇議長（冨岡幸夫） 19番。

〇19番（佐賀英生） 大変失礼いたしました。ちょ

っと、がっつりと聞いていなかったです。

ということは、今サルのほうにやったというこ

とは、熊のほうは足さないという部分でなのです

けれども、サルはこの直接のあれではないのです

けれども、熊とかサルというのは、生態系でいき

ますと、同じところを通るという話をよく聞いた

ことがあるのですけれども、例えばです、熊の通

るところは川沿いですよね。川沿いを来るという

のが多いと。巣穴が見つかったら、そこのところ

に仕掛けたりなんかするという単純な発想という

のは、あまりにも単純過ぎますでしょうか。そこ

ら辺は、どう考えていますでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） 農林水産部長。

〇農林水産部長（一戸義則） わなの設置場所につ

きましては、まず目撃情報があった地点を踏まえ

た上で、再度そこに出没するかどうかというとこ

ろを猟友会の方とともに検証した上で、再度出没

の可能性がある際に、民家が近くにない場所を選

定して設置しております。といいますのも、わな

には熊を誘引する餌が入っておりますので、それ

が民家のそばになりますと、当然そこに熊が誘引

されてきて危険も伴いますので、獣道といいます

か、それらを踏まえた上で場所を選定し、設置し

ているという形になっております。

〇議長（冨岡幸夫） 19番。

〇19番（佐賀英生） 分かりました。そういう形で

対策をしていくいうことで。

第１回クマ被害対策会議ということは、２回、

３回と随時やっていく予定になっていると予測さ

れるのですが、今後は、ではどういうふうな、ど

うしても緊急銃猟的な部分が主体になってくるの

でしょうか。それとも、今後はそういう生態を知

った中で予想を立てたりとか、ではここはこうす

るというようなものまで進んでいきそうなのか。

もし分かれば、主導権が県になるかもしれません

けれども、市としてはどういう考えで臨んでいく

のかをお教え願いたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 農林水産部長。

〇農林水産部長（一戸義則） お答えいたします。

クマ被害対策会議は、むつ市主導で行っており

ます。青森県の参加ということで、関係機関にな

っておりますが、下北農林水産事務所、また青森

県の自然保護課から来ていただけた際には、会議

には参加していただいております。

その中で、今後の会議の開催の見通しですが、

まずは今後の熊の出没状況を踏まえた上で、それ

を踏まえて今後緊急銃猟の必要性とか、再度場所

を変えた緊急銃猟の実施などを検討しながら、会

議の開催を検討していく形を考えております。

以上となります。

〇議長（冨岡幸夫） 19番。

〇19番（佐賀英生） 大変申し訳ありません。全然

知っているようで知っていなくて、ちょっと混同

しますけれども。
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なるべくでしたら、緊急銃猟はないほうがいい

ので、ないにこしたことはありませんので、それ

がないように祈っていますし、また随時教えてい

ただきたいと。この前も大畑で、３発か４発ぐら

い連発で放送がかかりまして、大変私としては助

かっている、また分かりやすくてよろしいかと思

っておりますので、より密度の濃い告知をしてい

ただきたいと思っております。

次に、ちょっと順番を３番目にして、立ち木と

建柱。すみません、いろいろ調べたら、建柱物と

僕は理解していたのですけれども、「建柱物」と

いう言葉がなくて、正確に言えば「建柱された工

作物」と言うらしいのですけれども、面倒なので、

ここでは建柱物ということで、ちょっと一括させ

ていただきたいと思っております。

先ほどの答弁の中で、立ち木の倒木や落枝によ

る事故はないと。ただ、ちょっとした倒れたりな

んかしたのを片づけるとかがあったので、それは

それでよろしいかと思うのですが、いつかいつぞ

やのバイパス沿いの桜の木の根っこの部分で根が

張ってというお話をしたのですけれども、直接立

ち木とは関係ないものの、やっぱりこの前も見て

きたら、そういうものも出ていると。立ち木のあ

れがないことにはこしたことないのですが、一応

立ち木の検査というのはしたことがあるのかない

のか、ちょっとそれだけお教え願いたいのですけ

れども。

〇議長（冨岡幸夫） まちづくり推進部長。

〇まちづくり推進部長（木下尚一郎） お答えいた

します。

市道における沿道の立木につきまして、全てを

調査したことはございませんが、常にパトロール

で目視していることや、あと市民からの情報をも

って対応しているところでございます。

〇議長（冨岡幸夫） 19番。

〇19番（佐賀英生） 後学のために教えていただき

たいのですけれども、令和３年から令和６年でし

たか、国土交通省が全国の立ち木の調査というの

を何千か所かでやったという情報というか、ちょ

っと見たのですけれども、ここは、ではそれは、

そのときの国土交通省のそれに入っていないし、

またそういう情報は入っていないということでよ

ろしいでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） まちづくり推進部長。

〇まちづくり推進部長（木下尚一郎） お答えいた

します。

調査した経緯は、ちょっと分かりかねます。

〇議長（冨岡幸夫） 19番。

〇19番（佐賀英生） 分かりました。ということは、

こっちはそれに該当していなかったということで

理解をいたしました。

もう一つ、建柱物、さっき大畑庁舎所長がおっ

しゃったとおり、大畑には緑色のがっつりしたイ

カのあれがあるのですけれども、大変活躍してよ

かったのですけれども、これはある程度時代がた

てば変わっていくし、またＬＥＤということで電

気代の少し削減ということでやってきたのでしょ

うけれども、あれというのは、今外すとなると、

かなり時間とお金がかかると思うのですが、一部

直接的ではないのですけれども、欲しいという方

もいらっしゃったわけなのです。というのは、そ

れにテレビのアンテナを立てたりして感受する

と。それは、自分の土地に立っているやつだった

とは思うのですけれども、そういう欲しいという

場合に、もしくは譲ってくれというときはどのよ

うに考えていますでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） 大畑庁舎所長。

〇大畑庁舎所長（松本邦博） お答えいたします。

過去にもそういう話はございましたが、その際

はやはり撤去を前提として、譲るとかは考えてお

りませんが、今後は関係部署等とも、話が多く寄

せられた場合は研究してまいりたいと思いますの
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で、ご理解賜りたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 19番。

〇19番（佐賀英生） 全部、全部見られるというわ

けではない、さっき三百何十本でしたかあるとか、

そんなにあるのかなと思ったわけですが、やっぱ

り欲しいという人がいたら、その人の責任の下に

きちっとした契約を結んでやるというのも、また

一つの手かなと。その人の土地、もしくはほかの

人の土地で話合いをして、あれ結構頑丈でよくて、

無線やっている方とか、テレビのちょっと角度が

悪い方が、あれに足してやってみたいとかという

方もいたので、そこら辺のところは前向きに少し

ご検討をいただきたいと思っておりますので、よ

ろしくお願いいたします。

それでは、今度は薬研温泉のほうに移らせてい

ただきますが、市長、私今薬研温泉をどうするこ

うするという考えも聞いたのですけれども、副市

長が答えてくれたのですけれども、いっぱい薬研

の説明してもらってありがたいのですけれども、

方向性が全然見えなかったものですから、ちょっ

と寂しいのですけれども。私のときは、いつも副

市長から答弁してもらうものですから。恐らく多

分一番よく答弁していると思うのですけれども。

いや、本当に考えるわけです。この前、だから

岡山県に行ってきたときも、みんなまちづくり専

門にやっているメンバーなものですから、いろい

ろ聞いても、逆にいろいろ話すと、まだ伸び代が

あるのだと。観光地というのは、来るのは、その

温泉、特に一番多いのは温泉ですよね。そして、

食べ物だと。「佐賀、おまえのところだって下北

半島だから、いっぱいおいしいものがあるでしょ

う」と、そういうのが来るわけで、やっぱりまだ

伸び代があるから、少し工夫が必要だと。逆に尻

をたたかれてきました。せっかくこんなに勉強し

たり、あんた議員という立場で、もう少し気合を

入れてやらなくてはいけないと、知恵を出せと。

いつか、こんな言葉がありましたよね、「金が

ないと知恵を出せ」とかという言葉があったので

すけれども、あれはうそですから。そう言った人

はいませんから。トヨタで、「金を使わないで知

恵を出せ」。普通「知恵を使って汗をかけ」とい

うのが松下幸之助の話ですから。そういうものを

考えていく中で、本当に今こそ、私もそうですけ

れども、市長、知恵を出して何か考えていかなく

てはいけない。物があるわけですよね。そういう

もので考えていかなくてはいけないので、これは

市長からです。本当に駄目なら駄目でもいいので

す。どういうふうに考えて、今考えられ得る市長

の考えだけを教えていただきたいです。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） 壇上でも齋藤副市長から答弁

させていただきましたけれども、薬研温泉郷は本

市のみならず下北地域を代表する貴重な観光資

源、400年以上の歴史と豊かな自然環境が備わっ

たかけがえのない地域資源となっております。こ

れは、今までの背景です。

薬研温泉の特徴は、言うまでもありませんので、

省きますけれども、下北ジオパークのジオサイト

にもなっております。現状認識をもう少し申し上

げますと、施設の老朽化、これは老人福祉センタ

ー、またレストハウスもそうだと思いますし、宿

泊施設、食事の提供体制の充実が課題だと今認識

をしております。

一方で、諦めていないというのが率直な感想で

ございまして、これは私だけではなくて、大畑の

皆さんの思いもそうだと思いますし、これまでも

丑湯まつりはじめ薬研開湯400年祭、様々なｃｏ

ｄａｍａとか含めて、薬研で地域の皆さんが主体

的に取り組まれているイベントが継続して行われ

ていますので、そういったことが大きな役割を果

たしていると思いますので、行政と民間と地域が

一体となった取組が重要だと認識しております。
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今後薬研温泉郷をより多くの皆様にご利用いた

だける拠点として活性化していくためには、個人

的な見解をまず申し上げさせていただきますけれ

ども、やはり薬研のレストハウスと老人福祉セン

ターの融合が必要なのではないかなと、今の現状

としては考えております。

〇議長（冨岡幸夫） 19番。

〇19番（佐賀英生） ここは、本当に本番でいきま

しょう。この紙なんてどうでもいいですので。

やっぱり僕が考えたのは、宿泊施設がなければ、

泊まらなければいいのです。ただ、キャンプ場と

いうのがありますので。これは、ごめんなさい、

ツー・ビー・コンティニュードで、第２弾で次が

ありますので、これは次用に置いておいて。

だったら、泊まらなければ泊まらないなりの楽

しみ方というのはあろうかと思うのです。さっき

言ったとおり、ありがたいことに、福祉センター

とかっぱふれあいの湯、あそこに３つあるのです、

お風呂が。

僕はしませんでしたけれども、僕の友達がよく

やったのですけれども、すっぽんぽんでかっぱふ

れあいの湯から川沿いを歩いてあっちのほうに、

川歩きで温泉巡りするとか、あの３つをコラボレ

ーション的なものでできないかと。ちょっと外国

人の方も１回僕、こっちのほうに、息子とまちと

かに連れてきたときに、結構喜ぶのです、露天風

呂でも。露天風呂というのは、名前は言いません

けれども、とあるＪＴＢの企画の有名な女子の方

も来て、一緒にお風呂に入ったのですけれども、

すっぽんぽんで入っても全然関係ないわけです、

露天風呂ですから。ただ、あれ水着とかそういう

のを着せてやれば、もう少し人もやれるのではな

いかと。あの３つの温泉のつなぎ、コラボレーシ

ョンを考えているのですけれども、何か市長もそ

ういうところの考え方というのはいかがでしょう

か。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） いつも役所内でもかなり議論

になるのですが、薬研、国定公園内ということも

ございまして、ご存じのとおり開発行為が自然公

園法に基づき厳しく規制されておりまして、なか

なか自由にはできないのが一番の実は課題だと認

識しておりまして、隣に先ほど佐賀議員からご提

案のあった宿泊施設、今であればコンテナハウス

とか様々やり方は、工夫は幾らでもあるのでござ

いますが、一方で森林を切り開くというのが非常

に難しいエリアでもありまして、かなり申請含め、

整備時間がかかるのが薬研エリアだと思います。

コラボレーション、何度も検討はさせていただ

いておりますけれども、どういった形に、まずは

計画、プランをつくる、そこから申請をして開発

行為を認めてもらう。そこから整備ということに

なりますので、ほかのエリアとは違って、まずチ

ャレンジするみたいなことがなかなか難しいの

で、ぜひ地域の皆さんと協議しながら、どういっ

た使い方が今後の薬研温泉郷にとって大事なの

か、検討してまいりたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 19番。

〇19番（佐賀英生） ありがとうございます。

僕、何年か前に、前々回のときですか、去年、

おととしあたりなのですけれども、県に聞きに行

ったのです、こうこうこうで、縛りがあって面倒

くさいと。県の担当者の方、意外とフランクな方

で、いや、別にそんな法律では決まっていますけ

れども、建てても結構ですよと。ただ、土台にす

るとなると駄目だと。また、建物もちょっと規制

があるからあれですけれども、結構、やるのだっ

たらどうぞという感覚だったのですけれども、そ

れはそれとして。

一つ老人福祉センターなのですけれども、旅で

来た人から聞くと、公共の建物で役所っぽ過ぎる

と。あれが温泉だとか、皆さんが自由に入れるよ
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うな雰囲気がないと、外観が。やっぱり、市長、

あなたと同じように、人は見た目が８割。結構見

た目がよくないと、意外と人もつれないのです。

だから、ちょっと外観を、張りぼてという言い方

は失礼かもしれませんが、もうちょっと少し「っ

ぽく」、昔っぽくするのがいいのか、それっぽく

するのがいいのか、外観だけでしたら、そんなに

かからないと思うのです。看板で少しやったりと

か。そういう工夫だとか、中のほうが暗いのです。

電気も光も入らないと。さもさもみたいな、あれ

が、昔のとある某、ほかのほうのランプの湯とか、

ああいうところだったらいいかもしれませんが、

そういう必要性というのは出てきていると思うの

ですけれども、そこら辺についてどのようにお考

えしますでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） 率直に申し上げますと、先ほ

ど担当部長からも答弁させていただきましたけれ

ども、老人福祉センターは昭和47年の建築物であ

りますので、ここに新たに外観だけ手を加えて満

足いく施設であるかと言われれば、そうではない

と認識しておりますので、今後の老人福祉センタ

ーの在り方自体を検討していく時期に入っている

と認識しております。

〇議長（冨岡幸夫） 19番。

〇19番（佐賀英生） ありがとうございます。期待

しています。

やっぱりあの当時、前にも似たようなお話をし

たことがあるのですけれども、昭和45年、昭和

46年、昭和47年というのは、大畑がちょっと景気

がよくなり始めた頃なのです。体育館しかり、公

民館もしかり、昔の漁港の施設しかり、ほとんど

が昭和45年から昭和46年、昭和47年に建てたやつ。

一番の特徴は、かまぼこ型。はやったのでしょう

ね、当時。ああいう形が多くて、昔の土地とかや

ると、大体あの年代がそういう形なのです。でも、

結構僕はもつと思う。がっちりしたハードな、ま

してや鋼材が高いとか、今回皆さん、いろいろ一

般質問の中にも出ていますが、中東の関係で鋼材

が高いとかありますので、がっつりやらなくても、

取りあえずは見られるもの、例えば看板でもいい

し、外観の一部でもいいし。まず、ここは温泉で

入れますよというようなＰＲ、パブリックリレー

ションもある意味必要だと思うのですけれども、

簡素なやつで結構です、その点についてはいかが

でしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） ちょっと大きい部分でお話し

させていただきますけれども、昨年度、大畑庁舎

を中心にワーキンググループを組織しまして、大

畑未来ビジョンなるものを検討してまいりまし

て、大畑地区の多くの住まいが津波浸水想定区域

にありますので、まずは住民の命と暮らしを守る、

これが最優先であります。そのことを最優先とし

つつ、薬研温泉郷につきましても、健康と癒やし

の拠点ということで、エリア分けして整備を今検

討しておりますので、そのビジョンをまず大畑の

皆さんと議論をさせていただいて、どこを優先的

にやっていくか。

行政としては、やはり皆さんの命と暮らしを守

るのが最優先でありますので、そこを最優先にし

たいという思いはありますけれども、どこを最優

先にするか。先ほど佐賀議員からご指摘もありま

した体育館、あとはやはり津波浸水エリアにあり

ます小学校、このことをどうするかという大きな

テーマをしつつ、小さな、軽微なという話もあり

ましたので、そういったところであれば、順次や

っていけるのではないかなというふうに認識して

おります。

〇議長（冨岡幸夫） 19番。

〇19番（佐賀英生） 本当に、こんなに10年たって

も全然前にも進めることのできない僕のこの知恵
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のなさに甚だ辟易しているところなのですが。

前段で、ちょっと高梁市に行ってきたお話をし

たのですけれども、これ皆さん、大体平均、僕が

今62歳ですから、彼は六十四、五で１回辞めて、

公営企業の部分ですとか、そっちに行っているメ

ンバーが多くて、法政大学の岡﨑先生というのは、

どっちかというと事業継承ですとか、小さなまち

づくり、あとラーメン屋に、田舎に帰ってきたら

潰さないで、このラーメン屋に行きたいという発

想の方なものですから、西村先生というのが国の

ほうをやっていて、東京大学の工学科で、飛騨高

山とか古川町、そこの部分のあれを研究している

方なのです。来年新潟でもう一回開いてきますけ

れども、その次あたり、こっちに連れてきたいな

と。彼ら、喜んで動くメンバーが多いのです。た

だで診断をしてもらって、彼らの目線で、他の人

の目線で、一番遠いところは大分県から来ますの

で、そこら辺で薬研温泉だとか、そこら辺見ても

らって、ちょっとクリニックをしてもらいたいな

と考えておりました。

高梁市の市長さんとも話しして、その市長さん

はまだ１年半しかやっていないのですけれども、

ぜひとも来てみたいというのもありますし、そう

いう交流で、やっぱり彼らの目線から見た薬研温

泉ですとか、いろんなクリニックをしたいと思っ

ておりますので、そのときはぜひともご協力のほ

どをお願いしたいと思っております。

まだまだ薬研温泉というのは、少し時間と知恵

が必要な部分かなと。ただ、温泉だけではよくな

くて、いろんなものを知恵を絞って考えていかな

くてはいけないと。

私たちは、考えるアシですから、少し考えなが

ら、私も野中議員も、濵田議員もしっかりと頑張

ってまいりたいと思っておりますので、そのとき

は何とぞひとつよろしくお願いをいたします。

終わります。

〇議長（冨岡幸夫） これで、佐賀英生議員の質問

を終わります。

ここで、午後２時15分まで暫時休憩いたします。

午後 ２時０４分 休憩

午後 ２時１５分 再開

〇議長（冨岡幸夫） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎岡崎健吾議員

〇議長（冨岡幸夫） 次は、岡崎健吾議員の登壇を

求めます。17番岡崎健吾議員。

（17番 岡崎健吾議員登壇）

〇17番（岡崎健吾） 17番、会派陸奥未来の岡崎健

吾です。月曜日、午後最後の一般質問で、議場の

皆さんには何かと大変な時間帯とは思いますが、

最後までお付き合いをお願いいたします。

最近よく「６月病」という、これまであまり聞

き慣れない言葉を耳にすることがあります。６月

病は、正式な医学用語ではありませんが、一般的

に広く認知されているようです。この言葉は、新

しい環境に適応しようとする過程で感じる心身の

不調を指し、特に新入社員や異動した中堅社員に

多く見られるようです。６月病は、環境に慣れ始

めた頃に現れる症状で、ストレスや疲労が蓄積さ

れることによって引き起こされることが多いと言

われています。

今年度新採用となった皆さんや、初めての部署

に異動となった職員の皆さんは、大丈夫でしょう

か。あまり無理をせず、肩の力を抜いて、それな

りに職務に励んでいただければと思います。ここ

が踏ん張りどころです。

それでは、むつ市議会第268回定例会に当たり、

通告に従い一般質問を行います。

一般質問の１点目、空き家対策についてお伺い
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します。日本の空き家問題は、年々深刻化してお

り、適切な管理がされない空き地は、地域社会に

多大な影響を及ぼす可能性があり、むつ市におい

ても同様な問題となっているのではないかと思い

ます。

全国では、空き家の数が約900万戸に達し、こ

れは全住宅の13.8％を占めているとの調査結果も

あります。この数字は、過去最高であり、特に地

方では少子高齢化や人口流出が影響し、空き地が

増加している状況にあります。空き家は、倒壊や

火災、犯罪の温床になるなど、地域全体に悪影響

を及ぼす可能性も指摘されております。

このような背景から、令和５年12月には空家等

対策の推進に関する特別措置法の一部改正法が施

行されています。むつ市において、現時点で市内

における空き家戸数、管理不全空家戸数及び特定

空家の戸数の状況はどのようになっているのかお

伺いします。

教育についての質問の１点目、むつ市内の小中

学校における防犯カメラの設置状況についてお伺

いします。学校は、こどもたちの夢を育む場所で

なければならないと思います。そのために、学校

施設には教育内容、方法の多様化に応え、学習、

生活の場として豊かな環境を整えることが求めら

れています。

学校は、また地域に開かれた学校として、生き

がいを持って安心して生活を送れるコミュニティ

ーづくりの拠点となります。災害時には、応急的

な避難場所となるなど、地域の中で期待され、そ

の果たす役割は大きくなっております。特に今日

では、学校と家庭や社会が連携しながら、共にこ

どもたちを育てていくという観点も重要になって

おります。

このように、学校に求められる役割は増大して

おり、その前提には、こどもたちにとって安全安

心な環境が確保されていることが必要ではないか

と思います。

そもそも地域に開かれた学校とは、不審者に対

して何の備えもなく、空間が開かれていることを

意味するものではないと思います。近年学校への

不審者侵入事件が大きな問題となっております。

こどもたちを犯罪から守るためには、教職員をは

じめとする関係者が危機管理意識を持って緊密に

連携し、ソフト、ハードの両面から必要な対策を

講じる必要があると思います。

このようなことから、市内の小中学校における

防犯カメラの設置状況はどのようになっているの

か、教育委員会にお伺いします。

教育についての質問の２点目、学校図書費につ

いてお伺いします。文部科学省では、令和４年度

から令和８年度を対象期間とする第６次「学校図

書館図書整備等５か年計画」を策定しております。

この計画は、公立小中学校等の学校図書館におけ

る学校図書館図書標準の達成、計画的な図書の更

新、新聞の複数紙配備、そして学校図書の配置拡

充が図られることを目的としており、本計画に基

づいた地方財政措置が講じられております。

そこで、お伺いしますが、現在むつ市内の小中

学校において、学校図書館図書標準は達成されて

いるのかどうか、また計画的な図書の更新がなさ

れているのかお伺いします。

最後の質問は、教員住宅についてであります。

この質問については、むつ市議会第246回定例会

において一般質問しておりますが、当時の教育長

からは、「今後他の用途として利活用が見込まれ

るような場合には、市長部局と協議の上、普通財

産に移行することについて検討する」という非常

に前向きな答弁をいただいておりますが、その後

の状況についてお伺いします。

以上で壇上からの質問を終わります。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

（山本知也市長登壇）
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〇市長（山本知也） 岡崎議員のご質問にお答えい

たします。本日朝一に、３名の新採用職員と会話

する機会がありましたが、元気いっぱいの新採用

職員に比べまして、風邪をこじらせております６

月病の私からは、まずは行政についてのご質問、

空き家対策についてお答えさせていただきます。

適切な管理がなされていない空き家は、防災、

防犯、衛生、景観など、地域社会に様々な影響を

及ぼすおそれがございます。当市におきましても、

人口減少や高齢化の進行に伴い、空き家は今後増

加していくものと見込んでおり、当市が取り組む

べき課題の一つであると認識いたしております。

今後とも適正管理の促進と利活用の両面から、地

域の実情を踏まえた実効性のある対策に努めてま

いります。

なお、ご質問の詳細につきましては、担当部長

からの答弁とさせていただきます。

次に、教育についてのご質問につきましては、

教育委員会からの答弁となります。

〇議長（冨岡幸夫） 教育長。

（阿部謙一教育長登壇）

〇教育長（阿部謙一） 岡崎議員の教育についての

ご質問の１点目、市内小中学校における防犯カメ

ラの設置状況についてお答えいたします。

市内小中学校の防犯カメラ設置状況につきまし

ては、小学校で70％、中学校では78％の設置率と

なっております。今後未配置の学校につきまして

も、設置を検討してまいりたいと考えております。

学校施設での安全対策といたしましては、昨年

度から小中学校玄関のカメラ機能付オートロック

化を進めております。これにより、来校者を確認

し、教職員が開錠しない限りは学校に入ることが

できない、そうした対策が実施されております。

今後も児童生徒の安全確保に向け、防犯対策の充

実に努めてまいりますので、ご理解を賜りたいと

存じます。

ご質問の２点目、学校図書費につきましては、

教育部長からの答弁とさせていただきます。

ご質問の３点目、教員住宅についてお答えいた

します。現在教職員が入居している教員住宅は、

川内地区と脇野沢地区の教員住宅であり、入居率

は過去３年間平均で、川内地区57％、脇野沢地区

43％となっております。私どもといたしましては、

教育活動に支障が生じないよう、適切な教員住宅

の管理に努めるとともに、必要な教員住宅の戸数

把握を行いながら、普通財産への移行についても

検討を進めてまいりたいと考えておりますので、

ご理解を賜りたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） まちづくり推進部長。

〇まちづくり推進部長（木下尚一郎） 行政につい

てのご質問、空き家対策についてお答えいたしま

す。

むつ市における空き家の状況につきましては、

総務省が実施した令和５年住宅・土地統計調査に

よりますと、空き家の総数は約5,990戸でありま

す。このうち、賃貸、売却用及び別荘などの二次

的住宅を除く空き家は約4,160戸となっておりま

す。

また、市で認定している特定空家は３戸、管理

不全空家の認定は、なしとなっております。

〇議長（冨岡幸夫） 教育部長。

〇教育部長（杉澤一徳） 教育についてのご質問の

２点目、学校図書費についてお答えいたします。

まず、学校図書館図書標準の達成状況について

でありますが、文部科学省が定めている学校図書

館図書標準とは、学校の種別ごとに学級数に応じ、

蔵書冊数を定めたものとなります。令和７年度末

の蔵書数から算出した数値で図書標準100％を達

成した市内の学校は、小学校では関根小学校の１

校、中学校では大湊中学校、川内中学校、大畑中

学校の３校となっております。多くの学校で図書

標準を満たしておりませんが、学校平均では
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79.1％となっておりますので、各学校において計

画的な図書購入に努めていただくことで、蔵書数

不足は徐々に改善されるものと認識しておりま

す。

次に、計画的な更新がなされているかにつきま

しては、毎年度各学校へ予算を配分しており、図

書標準と乖離している学校には配分額が多くなる

よう調整をしておりますので、教育委員会といた

しましては、今後も必要な予算の確保に努め、学

校図書の充実を図ってまいりますので、ご理解を

賜りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 17番。

〇17番（岡崎健吾） それでは、通告順に再質問を

したいと思います。

まず、空き家対策についてですが、先ほどの答

弁では令和５年度の調査で空き家の総数は5,990、

約6,000戸だそうです。管理不全空家はゼロ、特

定空家は３戸ということで、それにしてもやはり

むつ市は空き家が多いなという感じがします。今

後ともますます増える可能性があると思いますの

で、常に注視しながら事業を進めていただければ

と思います。

それでは、再質問の一つとして、そのまま放置

すれば危険な状況となる空き家について、市では

どのような対応を取っているのかお聞きします。

〇議長（冨岡幸夫） まちづくり推進部長。

〇まちづくり推進部長（木下尚一郎） お答えいた

します。

空き家の管理につきましては、空家等対策の推

進に関する特別措置法及びむつ市空家等の適正管

理に関する条例により、空き家等の所有者または

管理者が周辺の生活環境に悪影響を及ぼさないよ

う、空き家等の適切な管理に努めるとともに、自

らの責任において適切に管理しなければならない

とされているところでございます。そのため市で

は、所有者等による空き家等の適正な管理を促進

するため、情報収集、現地調査、助言、その他必

要な援助を行っております。

〇議長（冨岡幸夫） 17番。

〇17番（岡崎健吾） 市の条例や情報収集、それか

ら現地調査など、適切になされているということ

で理解をしました。

それでは、再質問の２として、適正な管理がさ

れていない空き家に関する市民からの近年の相談

件数と、その後改善された割合、また改善されて

いない場合、その理由をお伺いします。

〇議長（冨岡幸夫） まちづくり推進部長。

〇まちづくり推進部長（木下尚一郎） お答えいた

します。

近年の空き家の相談件数につきましてですが、

令和５年度で31件、令和６年度で43件、令和７年

度で76件と年々増加傾向にございます。その後、

改善された割合につきましては、令和５年度で

19.3％、６件でございます。令和６年度で18.6％、

８件、令和７年度で18.4％、14件となっておりま

す。

また、空き家の状態が改善されない理由といた

しましては、相続による権利関係の複雑化に伴い、

対応の主体が定まりにくい状況にあることや、近

年修繕や解体費用が高額であることが挙げられま

す。

〇議長（冨岡幸夫） 17番。

〇17番（岡崎健吾） 過去３年間の数字を見ても、

相談件数は年々増えているようです。やはり解体

費用の高騰が非常にネックになっているのかなと

思います。この解体費用については、後の質問で

ちょっと触れたいと思います。

再質問の３ですが、特定空家や管理不全空家の

考え方、そして認定までの流れ、認定基準、また

未然防止や是正対策はどのようになっているのか

お伺いします。

〇議長（冨岡幸夫） まちづくり推進部長。
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〇まちづくり推進部長（木下尚一郎） お答えいた

します。

特定空家等は、倒壊のおそれや著しい衛生上の

問題等がある空き家を指し、管理不全空家等は適

切な管理が行われず、放置すれば特定空家等にな

るおそれのある状況の空き家を指します。

認定までの流れについてでございますが、適切

な管理を依頼した後、管理状況が改善されない場

合等におきまして、詳細な個別調査を実施し、国

の指針に基づく建物の傾斜や構造材の損傷といっ

た保安上の危険性等の基準に照らして、特定空家

等に認定することとしております。

未然防止と是正対策につきましては、所有者の

方々が抱える事情も様々でありますことから、個

別に連絡を取りまして、相談に応じながら、適正

な管理や利活用が図られるよう、丁寧な働きかけ

を行っているところでございます。

〇議長（冨岡幸夫） 17番。

〇17番（岡崎健吾） 特定空家等については、未然

防止、それから是正対策については所有者のそれ

ぞれの事情があるようですので、今後についても

適正な対処を改めてお願いして、次の質問に入り

ます。

これまで適正管理に重きを置かれていたようで

すが、今回の法改正で、より明確に活用が示され、

行政としてできることが増えたのではないかと思

います。特に空家等管理活用支援法人の指定制度

により、専門知識が豊富で、熱意のあるＮＰＯ法

人などに協力してもらえるのは非常に心強いので

はないかと思います。多くの市町村で職員が不足

している中で、住民にとっても相談窓口が増える

メリットがあり、空き家解消の一助となり得ると

期待をしています。

また、空き家対策総合支援事業では、支援法人

が行う事業に対して市区町村が支援する場合、国

がその同額を補助する制度があり、最大1,000万

円の補助が３か年にわたることも可能となってお

りますが、このことについて、市としてはどのよ

うに考えているのかお伺いします。

〇議長（冨岡幸夫） まちづくり推進部長。

〇まちづくり推進部長（木下尚一郎） お答えいた

します。

令和５年の法改正におきまして、空き家の活用

が明確に位置づけられ、市町村による施策の幅が

広がったものと認識しております。これまで当市

におきましても、一般社団法人空家空地バンクむ

つ、一般社団法人下北むつ不動産協議会との官民

連携による空き家対策及び利活用の推進に取り組

んでおります。

空家等管理活用支援法人の指定制度につきまし

ては、これまでの官民連携の取組をさらに推進さ

れるものであると認識しておりまして、制度の活

用について検討を進めてまいりたいと考えており

ます。

また、補助制度につきましても、当市の実情に

即した効果的な活用について研究してまいりま

す。

〇議長（冨岡幸夫） 17番。

〇17番（岡崎健吾） 空き家対策、利活用の推進に

ついては、官民の連携がそれなりに行われている

ようです。また、補助制度についても、むつ市の

実情に即した活用法を今後とも検討していただき

たいと思います。

近年解体費用が高騰し続けている中、解体を検

討する個人に対する支援策の充実が求められてお

ります。むつ市においては、今年度から空き家対

策の推進を図ることを目的として、空き家の解体、

利活用に対して支援する事業を始めたようです

が、非常にいい事業だと思っています。

広報むつだけの広報ではなく、もっと広く周知

をしてもらいたいと思いますが、いかがでしょう

か。
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〇議長（冨岡幸夫） まちづくり推進部長。

〇まちづくり推進部長（木下尚一郎） お答えいた

します。

空き家の解体費用は、近年上昇傾向にありまし

て、空き家相談者等からも把握しておるところで

ございます。そのため市といたしましても、空き

家の適正管理の推進と所有者の方々の負担軽減を

図る観点から、本年度より国土交通省所管の空き

家再生等推進事業を活用し、解体工事に対する支

援を開始したところでございます。

周知につきましては、広報むつへの掲載に加え

まして、市のホームページへの掲載及び市公式Ｌ

ＩＮＥによる情報発信を行っているところでござ

います。

〇議長（冨岡幸夫） 17番。

〇17番（岡崎健吾） 解体については、国土交通省

の補助制度を活用しているとのことで理解をいた

しました。また、周知についてもいろいろされて

いるようで、今後とも引き続きよろしくお願いを

したいと思います。

最後になりますが、ある自治体では、住んでく

れるならゼロ円で貸すという取組をしている自治

体もあります。家は、人が住まないと傷みやすく、

住むことで空き家の問題解決となり、地域の活性

化にもつながります。今後自分で使う予定がない

場合は、売却やリフォームして貸す、そういうこ

とも選択肢になります。

最近は、古民家を活用した店舗や民泊、シェア

ハウスなどの需要も高まっています。収益物件と

して貸し出せば、資産形成にもつながり、売却す

れば資産となり、土地、建物も有効に活用できる

と思いますが、このことについてはどのようにお

考えでしょうか。

〇議長（冨岡幸夫） まちづくり推進部長。

〇まちづくり推進部長（木下尚一郎） お答えいた

します。

市といたしましても、空き家の有効活用につき

ましては、地域の活性化に資するものと認識して

おります。市では、空き家の売買、賃貸を希望さ

れる所有者と利用希望者をつなぐ仕組みといたし

まして、むつ市空き家・空き地バンク制度を設け

ており、こうした制度を通じて空き家の利活用を

支援しているところでございます。

市といたしましては、不動産関係団体をはじめ

とする民間事業者との連携をさらに深め、所有者

の方々が利活用を検討される際に、必要な情報や

相談機会が得られる環境づくりに努めてまいりま

すので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 17番。

〇17番（岡崎健吾） むつ市空き家・空き地バンク

制度というものがあるみたいですので、ぜひ市民

の皆さんにも活用していただきたいと思います。

次に、市内小中学校における防犯カメラの設置

状況について再質問ですが、現時点での防犯カメ

ラの設置状況は、小学校で70％、中学校で78％と

のことですが、現状の設置状況について、教育長

の率直な感想をお伺いします。

〇議長（冨岡幸夫） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） 全ての小中学校に防犯カメ

ラ設置等の安全対策が施されるべきであると考え

ております。

今後各施設の状況を精査しつつ、予算措置に努

め、計画的な設置に努めてまいりますので、ご理

解を賜りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 17番。

〇17番（岡崎健吾） 教育長の非常に前向きな思い、

私は十分理解をいたしました。理事者側の予算担

当者の方には、教育長のこの熱い思いをぜひ酌み

取っていただいて、予算に反映していただきたい、

そう思います。

今回の質問は、まだ記憶に新しい京都府南丹市

の悲惨な事件を受け、むつ市内の小中学校の防犯
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カメラの設置状況がどのようになっているのか質

問いたしました。学校に防犯カメラを設置すべき

かどうかについては、プライバシーの観点から、

しばしば議論になっておりますが、私は防犯カメ

ラを設置すべきと考えます。

その理由として、１つ、不審者の侵入対策とな

る、２、教員の目が届きにくい場所も視認できる、

３として、いじめや問題行動を把握できる等のメ

リットがあると思っています。ぜひ玄関以外の場

所への防犯カメラの設置、また防犯灯についても

調査検討していただきたいと思いますが、教育長

のご所見をお聞きします。

〇議長（冨岡幸夫） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） 現在各学校において、玄関

以外の場所に関しては、全て終日施錠がなされて

おります。今後防犯カメラ、防犯灯の設置場所に

つきましては、国が示す学校施設整備指針にのっ

とって、地域特性を考慮しながら、設置場所、設

置数等について前向きに検討してまいりたいと考

えております。

〇議長（冨岡幸夫） 17番。

〇17番（岡崎健吾） 玄関以外は施錠されていると

いうことですが、フェンス、塀、大分低いところ

もあると思いますので、そういうところは簡単に

侵入できると思います。そういう箇所もあるかと

思いますので、ぜひ見回っていただいて、現状を

把握していただきたい、そう思います。

先日青森県庁の近くに熊が出没して、駆除され

たという報道がありました。むつ市においても、

いつ、どこで熊が出没してもおかしくない状況に

あると思います。この点からも、防犯カメラ等の

設置を早急にお願いしたいと思います。

防犯カメラの設置や防犯灯の設置、改修につい

ては、先ほども言いましたが、予算措置が必要と

なることから、最後に市長のご所見をお伺いした

いと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） 私自身も、岡崎議員、教育長

と同じ思いでございまして、もちろん必要なとこ

ろには、学校現場には早期に設置できるように取

り組んでまいりたいと存じますし、学校以外の防

犯カメラの設置状況を少しだけ申し上げさせてい

ただきますと、令和６年度に中央１丁目、２丁目

に１件ずつ設置しておりまして、令和７年度は小

川町に２件設置しております。

必要性については認識しておりますので、今後

設置増加に向けて取り組んでまいりたいと存じま

すが、これ実は設置いただく店舗、事業者、なか

なか民家につけるのは難しいものでございますか

ら、そういった交渉が必要でございまして、すぐ

に10基とか、なかなか増えないのが現状でござい

まして、どういったやり方が一番適切で早期に設

置できるか、今後も研究、検討を続けてまいりた

いと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 17番。

〇17番（岡崎健吾） 去る６月８日は、忘れもしな

い大阪府池田小学校で児童が８人殺害された悲惨

な事件から25年になります。このことからも、今

回の質問となりましたが、今市長の答弁では、適

時適切に対応するということですので、大きな期

待を胸に、次の質問に入りたいと思います。

次は、学校図書費について再質問します。答弁

では、学校図書館図書標準については、小学校１

校、中学校３校が100％を達成しているとのこと

で、私の予想より大分できているのかなと、そう

思ったところです。平均で79.1％ですか、ぜひ

100％になるよう、これからも頑張っていただき

たいと思います。

そこで、お伺いしますが、現在市内の小中学校

における読書活動の状況や読書習慣の形成など、

推進への取組はどのようになっているのかお伺い

します。



- 148 -

〇議長（冨岡幸夫） 教育部長。

〇教育部長（杉澤一徳） お答えいたします。

市内各小中学校におきましては、それぞれの学

校が工夫を凝らして読書活動を行っております。

例えばですが、朝読書を実施している学校ですと

か、発表者がお薦めの本を紹介し合うビブリオバ

トルを授業で実施している学校、図書委員会が主

となり本の内容を紹介するポップの大会を開催し

ている学校ですとか、図書委員が選んだ本を学級

文庫として配備している学校、さらには昼休みの

図書室の利用や、授業に関連する内容について図

書室を活用している学校など、各学校がそれぞれ

の特色を生かした形で、工夫しながら読書活動を

進めております。

〇議長（冨岡幸夫） 17番。

〇17番（岡崎健吾） 各学校で、それぞれ特色のあ

る読書活動がなされているようで、理解をいたし

ました。

そこで、再質問の２となりますが、学校図書館

法では、全ての学校に学校司書を置くように努め

なければならないと規定されています。また、学

校図書館法第５条第１項では、12学級以上の学校

には司書教諭を置かなければならないことと定め

ています。むつ市内の小中学校において、児童生

徒の図書館利用に支障がないように、司書教諭や

司書補などは配置されているのかお伺いします。

〇議長（冨岡幸夫） 教育部長。

〇教育部長（杉澤一徳） お答えいたします。

現在市内小中学校のうち、12学級以上ある６校

全てに司書教諭の免許を有する教職員が配置され

ております。

〇議長（冨岡幸夫） 17番。

〇17番（岡崎健吾） 司書教諭や司書補は適正に配

置がなされているということで、次の質問に入り

たいと思います。

国では、公立小中学校の学校図書館の充実に向

け、図書購入費として地方交付税交付金を毎年措

置しておりますが、全国の自治体で図書購入に使

われたのは６割弱にとどまっていることが文部科

学省の調査で分かっています。交付金をどのよう

に使うかは、自治体の判断によりますが、財政難

などを理由に、ほかの目的に回されているのが実

情です。むつ市において、現状はどのようになっ

ているのかお伺いします。

〇議長（冨岡幸夫） 教育部長。

〇教育部長（杉澤一徳） お答えいたします。

むつ市でも、図書購入費として地方交付税で措

置されておりますが、一般財源となりますので、

全国の自治体と同様に、全てが図書購入費に使わ

れているということではございません。しかしな

がら、学校からは蔵書数や購入予算について、特

に著しく不足している等のご意見はいただいてお

りませんので、引き続き予算確保と計画的な更新

に努めてまいります。

〇議長（冨岡幸夫） 17番。

〇17番（岡崎健吾） むつ市の現状については、理

解をいたしました。

そこで、提案なのですが、図書購入もそうです

が、学校独自のプロジェクトを実現するための資

金調達の方法として、近年クラウドファンディン

グを有効な手段として取り入れている教育委員会

や学校があります。インターネット時代ならでは

の手法だと思いますが、試してみる価値があるの

ではないかと思いますが、教育長、いかがでしょ

うか。

〇議長（冨岡幸夫） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） 学校図書館へ配備する図書

に関しましては、公費で購入すべきものであると

考えております。私どもは、毎年度予算の平準化

を図りながら、学校図書の充実に努めているとこ

ろです。しかしながら、公費以外の購入につきま

しては、個人、団体、民間企業様からたくさんの
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ご寄附もいただいておりまして、感謝に堪えませ

ん。

ご提案をいただきましたクラウドファンディン

グ、また他自治体によって行われておりますふる

さと納税の活用、あるいは学校図書館だけではな

く、一般図書館への蔵書の充実を図っている事例

も伺っておりますので、そうした事例を研究しな

がら、今後努めてまいりたいと考えております。

〇議長（冨岡幸夫） 17番。

〇17番（岡崎健吾） ぜひ前向きな研究、検討をお

願いしたいと思います。

学校図書費については、若手の同僚議員がいろ

いろ調査などをしてＳＮＳ等で積極的に情報発信

をしておりますので、興味のある方は、ぜひ御覧

になっていただければと思います。

最後に、教員住宅について再質問します。壇上

でも言いましたが、この質問は５年前にもしてお

ります。先日川内地区の教員住宅を見て回りまし

たが、５年前よりも住宅が傷んでいるように見え

ました。やはり入居していない住宅は傷みやすい

ということを、改めて実感したところです。

先ほど質問した空き家についてもそうですが、

教員住宅、市営住宅は特定空家に指定されており

ませんが、空き家と同様に、犬、猫等のすみかと

なる可能性もあり、防犯上にも問題があると思い

ます。早急な対策を求めたいと思いますが、いか

がですか。

〇議長（冨岡幸夫） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） 現在入居者のいない教員住

宅につきましては、定期的に見回りを実施し、関

係諸機関とも連携しながら、適切な管理に努めて

まいりますので、ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 17番。

〇17番（岡崎健吾） ぜひ定期的な見回りをお願い

したいと思います。

私が見たところ、雑草がぼうぼうと生えて、さ

も幽霊屋敷みたいになっている箇所もありました

ので、ぜひ草刈り等を実施してほしい、そう思い

ます。

再質問の２として、市の財産については、むつ

市公共施設等総合管理計画に基づいて、それなり

の財産の利活用がなされていると思います。先般

茨城県境町においてふるさと納税について研修を

してきました。今回の教員住宅の問題とは直接関

係はありませんが、境町は子育て世代の移住者が

関東で第１位という町でした。そこの町長さんは、

財産を無駄にしないという方針の下、町有財産を

有効活用しているということを耳にしました。む

つ市においても、今後教員住宅を含めた市有財産

の利活用について、もっと前向きに取り組んでい

ただきたいと思います。

壇上でも言いましたが、今後使用、活用が見込

まれない教育財産は、普通財産に移行すべきと考

えますが、これについては市長のお考えをお聞き

したいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 教育長。

〇教育長（阿部謙一） 現行教育財産でありますの

で、教育委員会からお答えをさせていただきたく

存じます。

私どもは、必要な教員住宅の戸数把握を行いな

がら、用途廃止などの手続により普通財産への移

行ができないか、検討を進めてまいりたいと考え

ております。

〇議長（冨岡幸夫） 17番。

〇17番（岡崎健吾） 用途廃止や普通財産の移行に

ついては、私も以前に手がけたことがあります。

それほど難しいことではないと思いますので、早

急に検討をしていただきたいと思います。

家を新築したい人や持家が欲しいという市民の

方も、それなりにいるのではないかと思います。

ただ現状は、建築資材等が非常に高騰しているた

め、なかなか難しいのではないかと思います。比
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較的に新しい川内地区の教員住宅などは、普通財

産にして競売にかければよいのではないかと思い

ます。先ほども言いましたが、財産を無駄にしな

い、この精神で早期に取り組んでいただきたいと

思います。

先日の同僚議員の一般質問の中の公共資産の有

効活用についての質問と重複する部分もあるかと

思いますが、最後にここで市長にお話をお伺いし

たいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） 市長。

〇市長（山本知也） 結論から申し上げますが、早

期に実施してまいりたいと存じます。

その上で、今回の質問に当たりまして、令和２

年12月のむつ市議会第246回定例会の一般質問の

内容も拝見しておりまして、当時の教育長から、

実施していくということはございまして、これま

でも民間提案制度で令和３年度の銀杏木校長住宅

１戸、令和４年度に宿野部教員住宅１戸、令和５

年度に脇野沢教員住宅３戸を売却しておりますの

で、今後も川内地区に限らず、先ほど教育長から

も答弁ありましたけれども、まずは必要な教員住

宅の戸数を把握した上で、今後空くのではないか

というところもしっかり見極めながら、早期に対

応してまいりたいと存じます。

〇議長（冨岡幸夫） 17番。

〇17番（岡崎健吾） 今の市長の答弁には、それな

りの実績があるようですが、まだまだやれること

もあると思います。ぜひ前向きに、そして早期に

取り組んでいただきたいと思います。

最後になりますが、同僚議員のように、何かし

らの言葉で一般質問を終わろうと思いましたが、

浅学非才の私には思い浮かぶ言葉がございません

ので、これで一般質問を終わりたいと思います。

〇議長（冨岡幸夫） これで、岡崎健吾議員の質問

を終わります。

◎散会の宣告

〇議長（冨岡幸夫） 以上で本日の日程は全部終わ

りました。

なお、明６月16日は住吉年広議員、佐藤広政議

員、中村正志議員の一般質問を行います。

本日はこれで散会いたします。

午後 ３時００分 散会
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